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ァ
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国
後
め
生
薛
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ら
れ
.て
1'
な
い
ょ
ぅ
に
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:本
書
に
つ
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て
も
し
ら
れ
て
い
な
い
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み
る
と
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で
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本
書
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わ
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艮
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：マ
部
.
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現
代
の
摂
理
,'
.
ギ
の
神
学
的
思
想
と
社
赛
的
実
践
。
；
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•

:■
■
第一 :'

一
部
r

新
し
：v>
-
摂
理
，：#

の
宗
教
的
思
想
と
社
会
的
要
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。
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ハ
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三
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し
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摂
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米

社

会
.の
現
状
を
.貧
富
の
：対
立
と 

1>
て

特

徴

づ

け

て

：い
る
。.
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ち

一

方

に

は
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な

る

財

產

を̂

%
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.
て
_い 

るIV

大

階

級

が

お

か

、
被

等

は

世

の

中

；のf

享

受

：し
^
の
交
易
；を

支

配

し

て 

い
る
が
、
他
方
に
は
社
会

.の
大
多
数
を
し
め

.る
1
ゥ
大
な
る
ー

'
.階

級

が

お.(
)

、 

彼
等
の
所
有
物
は
わ
ず
か

.で
あ
る
か
全
然
，な

.い

.か

.で
あ
る
。

し
ん
し

m
者
こ
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■世
；の
：̂
の
.仕
.事
：を
：.お
£
.な
，，：い
そ
：..の
富
...
を

創

造

す

る
.%
,の
，.で
あ

る

。
.；
過

剰

な

生
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物
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か

.わ
ら
ず
交
易
も
生
産
も
ほ
と
ん
ど
行
詰
，つ
て
お
り
、
 

多
数
の
劣
女
の
失
業
や
半
飢
餓
が
み
ら
れ
る
。
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社
会
は
火
山
上
に
よ
こ
、た
わ

.
 

つ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
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非
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リ
ス
ト
教
化
し
た
。
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職
者
た
.ち

-
て
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-

は
通
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不
当
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遇
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宗
教
的
寫
制
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の
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護
者
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る
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で
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ぅ
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治
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避
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な
ら
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に
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代
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以
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な
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^
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の 

ベV
.
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る
。
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、
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潤

、：.
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い
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な

い
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，

私

た

ち

は

共

和

制

原

理

と
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行

と

に
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っ

て

支

配

さ

れ
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い
る
と
主
張
す
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が
、.
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か
し
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ち
の

間

に
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共

和

制

的
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も
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.
に
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と
被
傭
者
：と

の

赠

級
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あ
0;
:
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後
# '

は
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雁
傭
、
.賃

金

，

労

働

時

間
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に

つ

い

て

前

者

に

従

属

し

て

い

る

。

「

こ
.
れ

ら

の

階

級

は

共

通

の

:.
'
'
'
'
利

害

も

交

友
 

関
係
も
も
っ
て
い
：な
.
い
。

前

者

の

利

得

は

後

者

の

損

失

か

ら

生

じ

る

。」

彼

等

め
.

を
.雇
蒱
階
級
や
利
潤

^
高
利
と
で
富
ん
だ
；も
の
に
降
基
ほ
ど
に
，あ
た
：免
た
：_が
、. 

:
:質
金
階
鈒
は
：̂

衫
身
で
：ゎ
^

か
な
享
乾
ぬ
制
限
彡
れ
た
社
会
的
法
外
者
で
あ

'
る

-:
°
'

:
.

-

宗

教

は

信

条

と

{!
*
# •
と

を

こ

と

に

す

る

さ

ま

ざ

ま

の

分

派

に

分

裂

し

、
科

学
 

や

思

想

の

進

歩

し

た

近

代

社

会

に

比

し

て

陳

腐

化

し

無

力

化

し

て

い

る

。

す
な 

ノ
 ：

尨
ち
有
力
.な
先
：於
'
ス
M

救
' #

学
ば
人
間
の
：兄
弟
の
.間
姓
ぬ
基
礎
を
お
い
て
い
る 

に

も

か

か

わ

ら

ず

人

間

の

間

に

友

愛

関

係

を

確

立

す

る

の

に

失

敗

し

て

き

た

。

.

キ
リ
.
ス

ト

教

徒

の

間

に

も

異

教

徒

民

と

同

よ

ぅ

不

和

が

つ

ね

に

存

し

て

き

.て
い 

る
。

贅

沢

な

神

学

は

教

会

の

租

税

に

よ

っ

て

強

力

に

な

る

と

こ

ろ

の

、

負
担
と 

'■
'
,な

る

独

占

の
-

体

制
に
す
ぎ
な
：い
。
：：；宗

派

は

想

像

上

の

教

義

を

：も
と
に
し
て
宗 

■派

に

対

立

す

る

が
、

' 

し

か
し
す
ベ
て
の
宗
派

は

そ

の

僧

団

を

通

じ

て

人

民

か

ら 

寄

付

金

を

取

立

て

彼

等

を

精

神

的

暗

黒

の

ま

ま

に

し

て

お

く

点

で

は

一

致

し

て 

い
る 
o
'-
'

v
,r
-

:
:.:

:
v
'

へ

ぐ

;,
;
'

〜

•

■

-

;
_

欧

米

に

お

い

て

は
神
学
の
基
本
原
理
に
.
た
い
す
る
無
関
心
と
.懐
疑
と
が
大
衆 

，
に
い
き
わ
た
り
、.
科

学

が

神

学

に

と
.つ
て
か
わ
り
つ
つ
あ
る
。
一
そ
こ
で
か
つ
て 

'
は

科

学

を

神

に

と

っ

て

の

不

逞

の

徒

、
.敵
と
し
.て
格
印
を
お
し
'た
神
学
が
一
部 

:

の

開

卿

な

神

学

者

に

よ
-?

て
科
学
と
.の
調
和
の
対
象
と
.さ

れ

て

い

る

。
特
殊
な 

.
超
自
然
的
啓
示

と

し

て

の

神

学

は

消

減

し

な

く

て

：：は
な
ら
な
い
巧
そ
し
て
そ
.の
' 

代
り
に
そ
の
.
.事

実

に

関

し

て

は

科

学

と

理

性

と

に

も

と

づ

き

、
：：そ
の
道
徳
性
に

関
心
、
感
情
、
教
養
''

習
慣
は
対
立
.し
て
い
る
0

社
会
的
あ
る
い
'は
宗
教
的
統 

.
-*
に

つ

い

す

の

意

識

も

^

f

存
し
な
い
。
彼
等
：の
関
係
は
、:'
-
.
-事

実

上

.
、

主

人

と

奴

隸

と
9

関
係
で
あ

(

る
广
生
産
に
お
け
る
/
あ

を

ゆ
'
る

要

素

一
-

エ
場
，

機
'

-,

関
し
、て
攸
人
間

の

要

求

、

経

験

、.
：知
_

に
% -

と

づ

い

た

自

然

的

宗

教

(

g

i

 

械
.、

紙

山

：
住

居

、
：
產

業
0:

全

管

理

——

は
’

雇

傭

階

級

の

拿

中

に

存

す

る
。

.. 

r
e
l
i
g
i
o
n
)
'

が
あ
ら
わ
れ
ね
：ば

な

ら

な

い

。

■ •

ン

，

賃

金

階

級

に

は

向

上

、
i

め

機

会

が

な

ぐ

、
彼
等
め
：，- *

般

的

環

境

は

彼

等
C o
.
:.
-

..
”

キ
リ
ス
ト
は
掘
性
と
す
べ
；で
の
#

頼
し
ぅ
る

証

拠

と

に

ょ

れ

ば

普

通

の

人

間 

野
獣
：化
の
■傾

向

に

あ

る

。

芸

術

や

科

C

子
は
手
労
働
と
：同
よ
う
に
そ
：れ
.ら
の
，宝

物

■

で
し
ゲ
な
ぃ
。
彼

は

大

ェ

の

子

供

で

ぁ

り

き
.
ょ
ぅ
だ
ぃ
を
も
ち
、

ま
ず
し
く
、

.富

者

に

ょ
o

.て
軽
蔑
さ
れ
た
。:

大

量

の

キ

リ

ス

ト
教

教

義

や

僧

門

尊

重

の

規
# . 

の
全
体
系
は
ギ
リ
ス
ド
の
'外

银

に

存
b

.v

彼

がお
：：

こ
'な
っ
た
り
の
ベ
た
り
.し
た 

こ
と
と
関
係
を
有
し
な
い
0

-

「

キ
リ
大
ト
教
会
办
寺
院
、
僧

侶
"

儀
式
，、，
教

義

、

信

条

を

と

り

さ

れ

、

貧
し 

い
.大
工
.の
キ
リ
ス
ト
と
彼
の
教
え
.以

外
の

す

ベ
.て
を
.
の
.こ
'す
な
、
.
.そ

ぅ

す

.
れ

は
 

全
構
造
物
が
壊
滅
に
.
お
ち
い
る
で
あ
み
ぅ
。

故

た
ち
は
教
会
.を
去
り
キ
リ
ス
ト 

に
か
え
る
べ
#■

で
は
な
い
か
？
.

」
「

キ
リ
ス
ト
に
し
た
が
え
ば
、.

律
法
と
.予
言 

者
•と
は
道
徳
性
を
固
執
す
る
。

こ

れ

が

す

ベ

て

の
宗
教
の
核
心
で
あ
り
、

神

学 

は
そ
れ
を
.
い
れ
る
び
ん
に
す
ぎ
な
い
。J 

!

デ

レ

ィ

の
; ^

教

観

。
.は
宗
教
を
：一
：つ
の
如
識
と
し
て
、

一
つ
の
务
象
と
し
て 

み
る
見
方
が
根
底
に
存
し
て
，い
る
。
.人
間
が
要
求
し
探
索
す
る
の
' 
は

神

学
で
は
，
 

な

く

て

知

識

で

あ

る

。
神
学
は
い

わ

ば

未

知

な

る

も

の

，の
解
明
に
お
け
る
進
歩 

の
記
録
に
す
令
な
い
。
，だ
が
今
日
；で

は

広

く

お

こ

な

ね

れ

て

い

る

キ
y

ス
ト
教 

神

学

は

、

超

自

然

的

組

織

と

し

て

徹

底

的

に

腐

朽

し

て

い

る

。

そ

れ

は

公

的
''
.
'-
' 

私
的
生
活
に
'
お
い
て
影
響
力
を
%■

た

な

く
な
っ
た
。
'
僧

侣

は

不

死

を

説

く

が

、
 

所

在

に

づ

い

て

は

途

方

に
X

れ

て

い
る
の
で
あ
る
。

あ
た
ら
し
.い
時
代
は
不
断 

の
証
明
を
要
求
す
る
が
.，
神

学
^ :

は

奇

蹟

；や

軽

信

.が
多
い
'の
で
あ
各
。
こ
そ
れ
が
：
 

提

供

す
.る

も

の

，
は

証

明

で

は

な

ぐ

て

子

卿

じ

み

、

V

古
く
な
っ
た
伝
説
に
す
ぎ
な 

い
。< 
伝

説
べ
の
盲
目
的
信
仰
の
時
代
ぼ
.す
'ぎ

さ

り

つ

つ
.あ
る
。

神
学
は
廃
止
ざ
：
 

れ
る
か
、
.あ
.る
い
社
自
然
法

則

ま

た

ば

理

性

め

演

繹
^

も
.と

づ

；
か

ね

ば

：な

^

な

.
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ブ
'
レ

ィ

は

文
明
の
進
步
，
自

歡

の

征

服

ぬ
.
.つ
れ
て
、
.
神

や

神

学

は

い

^
•
な

く
 

な
っ
た
、

自

然

力

の

知

識

と

征

服

と

は

私

た

ち

を

し

て「

半
神

J
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神

と

人

間

と

.

.
の

統

ー

!=
.
:
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■

た

ら
し
め
る

と

の

ベ

て

い

る

。

あ
た
が
も
神
が
お
こ

な

う

よ

う

に

普

遍

的

人

類 

.の

た

め

に

私

た

ち

が

私

た

ち

の

力

を

使

用

す

る

適

任

者

と

な

る

に

づ

れ

て

、

私 

た
ち
の
力
は
^

展

す

る

。
.
I4
-

C

子
...は
神
学
'よ
り
も
よ
ゥ
よ
い
_.説

教

を

す

る

。
._「

科 

.

'
学

ば

譲

論

：
の

.

.余
地
め
な
：い
、：.
神

学

的

想

像

よ

り

も

は

る

か

に

先

に

立

つ

て

私

た 

ち
を
し
て
よ
り
完
全
'
で

幸

福

な

女

；た
ら
し
め
，る

の

に
資
す
る
物
理
的
、
道
徳 

的

法
典
：を

教

え

る

こ

と

に
^

つ
で
神
.に
到
達
す
る
。」

':「

科
学
と
自
然
法
則
と
の 

宗

教

が

唯

一

の

真

の
^

#

で
あ
り
、.
前
進

的

な

人

間
.+に
適
合
し
：た
唯
ー
の
宗
教

. 
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,

で
あ
る
。

」

モ

ー
ゼ
は
彼
の
時
代
と
国
民
と
が
必

要

と

し

た

の

で

う

ま

れ

た

の

で

あ

る

。

:
キ
リ
ス
ト
も
そ
う
で
あ
る
.。
.
い
.
な
、
：す
べ
て
の
，政

治

的

、
：宗

廣

的

、.
社
会
的
改 

革

者

が

そ

う

で

あ

る

。''
い
ま
や
現
代
は
偉
大
な
改
革
を
必
要
と
し
て
い
る
。

い 

ま

や

必

要

众

の

：
は

、
，
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共
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養

化

;$

れ
た
：ヒ
：
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
、
斡
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，

お
よ
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.

時
代
の
：進
歩
的
傾
向
：か
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生

じ

そ

れ

を

代

表

す

る

も
< 0

で
な
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れ
ば
な
ら
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い
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菔
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仕
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台
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蛮
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欠
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; 0
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に
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0

て
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.
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：.ら
.か
办
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.
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え
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；
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ザ
切
の
谈
革
は
社
会
的
慣
行
名
同
様
^
現
存
の
■.神
学
の
：改
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を
も
-?
.
:て
I
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.四
千
年
の
神
学
的
ガ
ラ
ク
タ
が
一
掃
さ
れ
.て
は
じ
め 

て
人
間
は
自
由
に
活
動
し
呼
吸
す
る
余
地
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
祌
学
は
人
類
を 

文
明
の
は
じ
め
か
ら
威
茁
し
、
：す
べ
で
の
.物
に
貢
納
の
義
務
を
課
.し
た
乐
城
で 

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
私
た
ち
は
大
胆
な
盗
人
あ
る
い
は
哀
れ
っ
。ほ
い
.乞 

食
と
し
て
の
祌
学
を
見
出
す
。
そ
れ
は
#
と
人
間
と
の
双
方
の
道
に
つ
.ね
に
た 

た
ず
ん
で
ぎ
た
。
人
間
を
し
て
い
ち
ど
不
自
然
な
神
学
を
す
て
た
自
然
的
宗
教 

を
も
た
し
め
よ
。
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批
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一
般
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に
み 

ら
れ
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と
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ろ
で
あ
る
。
评
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タ
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ス
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の
研
究
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お
い
て
こ
の
こ
と
が
パ
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ハ
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抬
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れ
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い
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わ
だ
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て
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.
た
よ
う
.に
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つ
ぎ
の
-
と
を
-証
明
.し
よ
う
と
思
う
、
す
な
'わ
ち
世
界
の
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切
の
.宗 

教

妹

人

類

の

無

知

の

上

に

ぎ

ず

か

れ

て

き

た

、、

.
毛
れ
ら
は
私
た
ち
^:
自
然
の
ホ
ケ
.

•'

し
て
変
化
し
.な
ぃ
法
則
に
直
接
対
立
0
て
い
る
，
そ

れ

ら

は

ぁ̂.
ゅ

る

植

斷

の

惡

、徳
、
分
裂
お
よ
び
困
窮
の
真
の
源
泉
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
あ
る
、
そ
れ
ら
は
い
ま 

:
:
:
姜

そ

の
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も

ひ

ろ

い

意

昧

に

和

け
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瘛
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へ

知

性

お

よ

び

博
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の
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会
の
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:
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'
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家
族
間
の
誠
蒗
と
親
切
^
の
社
.会
め
形
成
に
と
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っ
；て
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唯「

の

真

.の

障

寄
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.で
あ
る
、
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れ
ら
は
も
は
や
人
民
大
衆
の
無
知
と
大
衆
へ
の
少
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者
の
専
制
と
に 
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る
以
外
維
持
さ
れ
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な
い
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％
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れ
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現
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祌
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や
神
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り
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あ
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ら
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あ
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2
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に
拠
る
。)

ニ

-

「

.神
学
的
神
は
人
間
の
思
想
と
活
動
と
か
有
す
る
か
昏
ト
か
か
ん
撕
を
か
知
^ ' 

『

祌
と
人
間
と
の
統
一』

ら
.な

し

(
T
h
e
o
l
o
g
i
c
a
l
'
'
g
o
d
s
,

 

.
a
r
e
'
.
b
u
t
'
e
x
a

 
的 de

r
a
t
e
d
,

 .-men,' 

'with- 

t
l
l
<0 

t
h
o
u
g
h
t
s
,

 a
n
d

 actions .of 

m
e
n
.
o
「

神
^ ,
は
'測
ヶ
し
れ
女
.い
、
し
.か
：も
無
限
な
.

* 

善
の
.
.お
そ
，ろ
し
い
.
.カ
リ
力
チ
:-
T-
に
'す
ぎ
な
.い
。，：、

(：
T
h

§'1
0gies, are. ...but holri-

(2).

'..
ble..-caricatures.of'the :Inciprehensib,le tut Infinite. ...Good,ox 

へ.
'.

v

科

学

ど

理

性

，と
'
.が

判

学

'
.
で
.は
.な
くて

-: —
—

今
後
世
界
を
支
配
し
う
る
で 

あ
ろ
う
。
.ブ
レ
A
は
新
し
い
、摂
理
の
基
礎
と
し
て
つ
ぎ
の
：.

1 :〇

項
目
を
し
る
し 

.て
い

：
る

。
：：
第

rl

部
は
そ
ぬ
敷
衍
で
あ
る
。'
そ
れ
は
ブ
：レ
4
:の
哲
学
の
精
髓
と
で 

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

0 
:';
私

た

ち

：が

そ

れ

钇

祌

龙

る

.い
ば
自
念
、
{精
神
あ
る
い
は
物
質
と
な
づ
：け 

よ
う
と
"
窮
極
的
.で
本
源
的
な
な
に
も
ひ
が
。
.

.
'ニ.

1

:''
こ
：の
友
に
%*
:の
：か
、
神
あ
る
：い
は
本
源
的
原
理
の
；必
然
的
普
邋
挫
"

;
':'
:
.
,
H
V
.
ご
.の
神
、
.

<

 

ゆ
目
^ :
み
え
る
、
目
に
み 

«
え
な
い
'も
の
と
の
必
然
的
統
一
お
よ
び
同
質
性
。

.

ノ
:.
.
'
:
四
'
:::
こ
め
#
あ
'©
い
ゆ
原
理
の
ざ
ま
ざ
ま
の.形
態
の
存
在
<0
.普
遁
盼
父
た
る 

:

賢
格
龙
谷
い
は
不
変
の«
.造
：的
流
出
を
通.じ
で
：办
'顕
現
ノ
し
：た
妁
マ

必
然
的
に
本
源
的
原
理
の
た
だ
条
件
的
.で
変

化

す

る

局

面

'あ

る

い

は

目

.に

.み
乏 

る
化
身
で
し
：か
な
い
。

.

. 

.

五
' 
神
と
す
べ
て
の
物
と
は
必
然
的
に
一
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が

0
て
神
と

. 

人
間
と
は一

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
間
は
一
で
あ
る
。
-な
ぜ
な
ら
ば
、
す
べ
て 

の
人
間
は
条
件
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
.形
状

に

さ

れ

た

：、
，

•同
様
の
.同
質

！i
;i
諸 

性
質
と
を

•お
び
た
同
様
の
原
子
的
肉
体
を
！
す̂
る
か
ら
で
あ
る
。：パ
ー
威
の
も
の 

は
同

-*
の
親
の
'目
^
み

え

を

俗

.身

で

あ
 

■;

.

.考

',
;
.肉
体
は
あ
を
諸
能
力
と
藷
性
質
お
よ
び| 

'つ.の
意

識

の

あ

る

同
-'
性

あ

,

六

七

(
1

1

1

3

■



る
'
Vは

-,
私」

.を
お
び
.た

-0
に
.み
え
.る
化
身
で
あ
る
0
:
.みず
か
ら
.を
私
と
よ
ぶ
. 

:

と)J>0:
の
こ
の
同
.--
*
性
あ
；る
い
^g

：

在
的
^
性
^
、一
 

肉
休
の

--
-
構
成
部
分
あ
る
：
 

い
は
附
厲
物
を
な
し
、
.私
た
■ち
に
存
在
の
意
識
性
を
あ
た
.え
て

お

り

、
_
私

た

ち 

が
そ
れ
を
な
ん
と
な
づ
け
よ
う
と
、’
そ
れ
に
表
現
能
力
を
あ
た
え
る
た
め
に
目 

に
.み
え
る
組
織
を
耍
求
す
る
と
こ
ろ
の
、
意
識

'^
も
っ
た
、
本
源
的
、
知
的
存 

在
の
目
^i

み
え
な
.い
、
条
件
つ
き
の
代
表
者
で
あ
る
よ
う
に
み
え
.る
。
：
こ
の
自 

に
み
え
た
り
み
え
な
か

っ
た
り
す
る
、
怠
識
を
も
っ
た
理
性
的
化
身
が
神
の
親 

子
関
係
を
な
し
て
い
な
い
か
？

■:
.

:.
七

、ハ
因
果
関
f
t,'適
応
，
理
性
的
活
動
が
あ
务
ゆ
る
と
Iこ
ろ
で
@'
撃
.さ
れ
る 

か
ら
'
セ
れ
は
谓
推
的
に
、へ
：宇
宙
の
；あ

.^
ゆ
:?
>
原

子

が

-
つ
^

物
、
あ
る
い
は
祌
の
代
表
若
で
あ
る
と「

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
見
え 

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
た
ち
が
出
く
わ
す
す
べ
て
の
理
性
的
な
も
の
は
、
行
に 

み
え
な
い
原
子
か
ら2E

に
み
え
る
形
態
へ
と
作
取
す
石
が
ら
で
あ
る
。
し
た
が 

っぃて
、

#
遍
的
原
理
、;'
あ

る

：
い

は

神

は

、
.'
.一」

つ

め
%
ら
.わ
れ

に

：お

い.て
、
窨
遍

^̂ 

的
原
子
的
理
性
を
表
現
し
う
る
の
で
あ
る
。
神
は
目
に
ケ
え
る
も
.の
お
よ
び
目 

に
み
え
な
い
も
；の
に
扣
い
て
同
よ
う
で
あ
る
。ノ 

.

■:■:(：
■
.
:

八
：：
と
の
本
源
的
原
理
、
あ
る
い
.は
神
は
、-
必
然
的
に
.あ
；ら

：ゆ

る

点

セ

無

限 

で
.あ
り

、

そ

の

結

果

探

索

で

き

な

い

か

ら

し

て

ぃ

有

限

；な

存

在

^

よ

て

は

き
 

わ
め
て
不
完
全
に
し
.か
'理
解
さ
れ
え
な
い
。
し
た
が
っ
.て
こ
：の
神
あ
る
い
は
原 

理
钇
権
威
的
に
人
格
化
す
る
上
う
な
ふ
り
を
す
：る
：あ
ら
ゆ
る
神
学
、
隹

記
、
'記 

録
、
信
仰
は
、:.
,そ
れ
に1 .

つ
の
特
殊
な
形
態
あ
る
い
は
住
所
を
あ
た
先
る
の
で 

あ

る

、

あ

る

い

：
相

人

間

に

関

ず

るそ
：.

の
願
望
や
意
.因
に
つ
い
て
#'
殊
な
啓
示
を
：
 

要
求
す
：る
こ
と
は
、
_
実
や
事
物
の
性
質
に
基
礎
を
も
.た
な
.い
つ
じ
つ
ま
，の
あ

わ
ぬ
馬
鹿
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
.0
,

九
死
滅
に
よ
っ
て
今
日
す
が
た
を
け
す
人
間
や
け
* た
も
の
の
肉
体
お
よ
び 

.
;連
合
せ
.る
同
'ー：
性
^
:へ
あ
^:
^
し
い
厮
于
的
結
合
ど
生
誕
ど
を
：通
じ
で
だ
え
ず 

あ
た
ら
し
い
存
在
に
よ
っ
て
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
、
.こ
の
生
命
と
同
一
性
と
の 

.不
断
の
■伝
達
と
'継
続
と
が
個
人
や
人
種
や
有
機
的
形
態
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ 

う
な
木
死
を
な
し
て
い
る
。
：

.

1
〇
し
た
が
っ
て
、
人
間
は
継
続
的
生
誕
を
通
じ
て
代
々
不
死
で
あ
る
か 

ら
し
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
個
人
の
重
要
な
関
心
祺
で
あ
る
と
と
も
に 

恒
久
昨
な
義
務
弋
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
等
自
身
に
完
全
な
肉
体
と
能
力
と
を
伝 

達
し
、
さ
ら
：に
.で
ぎ
る
か
ぎ
I
最
良
の
社
会
的
、
，產 

他
の
条
件
と
環
境
と
を
エ
夫
’し
確
立
し
、
.か
ぐ

し

て

あ

ら

ゆ

る

世

代

が

.そ

の

先 

'
 

.行
の
世
代
よ
り
も
肉
体
的
"
道
徳
的
，：
知
的
お
よ
び
社
会
的
に
す
ぐ
れ
た
も
の 

-
,に
”な
り
う
るA

J

い
う
こ
と
で
.
あ
^

な
ぜ
な
b
ば
不
死
は
V
J&.
地
上
に
あ
る
、
 

私
た
ち
が
よ
か
：れ
あ
1>
.か
れ
親
七
_し
て
播
種
し
た
：も
の
を
息
子
や
娘
と
し
て
収 

.
獲
す
る
'
代
々
生
け
る
個
人
的
、
集
団
的
諸
同
--
性
と
.し
で

私

た

ち

，の

享

楽

か 

べ
る
じ
1み
、.
.
.
；.私
た
.ち
の
夫
国
か
地
獄
を
.経
驗
す
る
べ
き
な
0
は
こ
こ
で
あ
2>
10」 

■.フ
レ
ィ
..■の’新
摂

理

の

：
基

礎
.と
..ざ
■れ
て
.い
..；る
も..の
：が.

J

種
の
.
神̂

論.(panthe

ism) 

で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
'あ
，る
。
神
と
は
普
遍
的
原
理
で
あ
り
、
そ
れ 

.■が
さ
^
ざ
ま
の
；個
人
.
'
.

(

個
人
と
...
か
ぎ
ら
ず
、
.
■あら
ゆ
る
生
物
.に
つ
1>
,
て

も

考

え

ら 

れ
て
：
い

る

よ

う

セ

あ

る

>)

に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
。7

し
た
が
っ
て
神
と
人
間
と 

-
.の
同
.

r

性
す
な
わ
ち
統一.

は
、
同
曝
に
人
間
と
ん
間
と
の
銖
|
で

も

あ

る

。
：
こ 

の
.統
一

：
は

世

々

代

々
.に
，つ
い
：
.で
も
み
と
め
ら
れ
る
。
.個
人
は
個
人
で
あ
る
と
と 

'•
も
に
支
た
神
を
齡
介
と
：し
て
他
、の
個
人
と
同
ー
で
あ
り
ト
ま
た
世
々
代
々
の
こ

の
.人
間
間
の
同
一
の
继
続
性
に
不
死
の
真
の
観
念
が
み
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ 

ち

個

人

は

個

人

と

し

て

死

ん

で

：も

類

，と

し

て

：は

不

死

で

あ

る

◊

汍

祌

論

を

基

礎
 

に
し
た
人
間
の
木
死
の
科
学
的
説
明
が
お
と
な
わ
れ
、
さ
ら
に
'後
者
を
塞
礎
：に 

し
て
人
間
の
使
命
が
の
べ
ら
れ
.て
.い
る
。

\

以
下
に
ぉ
い
て
右
め
j
o項
目

忆

要

約

さ

れ

た

こ

：と

を

第

一

一

部

以

下

の

未

文 

に

よ

，
つ

て

相

足
'す
る
と
し
よ
.ぅ
。
：
.
.
：，
，
.. 

视
神
論
で
あ
る
こ
"と
は
：つ
'ぎ
の
よ
ぅ
に
展
開
さ
れ
て
い
.る
。
ン 

本
顧
的
原
理
は
目
^
み
え
る
諸
形
態
に
お
い
て
た
え
ず
自
身
を
発
揮
す
る
と 

と
ろ
：の
親
の
よ
.ぅ
な
：投
影
的
で
生
殖
力
の
あ
る
も
©
で
：あ
る
。
キ
：V

K
ト
ば
と 

め
.普
遍
的
親
.の
.子
：で
；あ

る

が

、

あ

.ち
ゆ
る
人
間
、
動
物
、
：昆

虫

類

;%
ま
.た
そ
ぅ 

(

で
あ
る
。
蕋
礎
を
方
す
す
べ
:t
:
は
共
通
め
.蘇
で
知
り
同
--
-,■め

物

質

：で

あ

る

。
:
-
私 

た
ち
は
.ま
'
?た
く
神
々
：な
の
せ
あ
る
0
;ソ

.

;

「

屢
魂
は
上
と
で
は
t

を
！
2邏
的
蔞
魂
.に
：お

い

，
て

見

出

す

、

:.
'
.な
ぜ
な
ら
ば
、；
：
 

普
遍
的
霊
魂
は
普
遁
的『

私』

''
-
,
'
で
：あ

：る

か

ら

で
^
机
。，1
、

.

.

.

.

.

.

.「

あ
が
た
ガ
.た
.
は

久:L
い
世
.紀
以
来
キ
リ
ス
ト
の
く
る
し
み
：に
涙
を
な
が
し
て 

き
.た
が
、
X
か
：し
あ
な
た
が
^
は
.毎
日
顧
み
ら
れ
な
い
で
い
る
彼
.を
通

り

す

ぎ

.
： 

る
。
‘

な

だ

；
の

悟

性

：を

办

ら

け

。

.人
間

私

よ

び

：人

間

の

の

遠

の

'親
子
関
係
を
通： 

し
て
神
を
み
よ
。
人
間
の
存
す
る
と
こ
ろ
，ど
こ
に
で
も
一
人
の
キ
リ
ス
ト(

a

 

Christ)

に
.化
身
せ
..る
神
が
い
.る
。
' キ
リ
ス
ト
と
人
問
と
は
一
で
あ
る
。…

…

も 

.し

.も

.あ

.な
-^
が

本

当

に̂STV

ス
.
.ト
を
^

が
す
な
ら
ば
..、

あ

な

た

は

い

た

る

と

.
こ 

ろ

：あ^
た
.の
肩

囲

に

彼

を

；、
:A
間
^
:A
間

に

衣

い

：
す

る

隸

属

か

ち

解

放

_し

あ

た

.
，；
； 

名

し

い_地
上
'と
あ

た̂

し

い

天

国.
女̂

確

立

ず

る

は

ず
.の

，

『

正

義

の

：：王

国
^̂

到
^

^
忍

耐

強
':
<
待

0
て

ぃ
:^
、
'
;
' 

I.

人

の
.迫
害

さ

れ

た

#
-
折

つ

て

働

乂

人

を

見
 

:

『

神
と
人
間
と
め
恍
.；.ー；』

-'
-
:
.
'

出
す
で
：あ
ろ
う
。
:
i
.キ
リ
.ス
ト
は
今
日
.で
は
授
産
所
.や
監
獄
に
い
る
。
彼
は 

.

^
困
と
窮
迫
^

の
存
す
る
い
..た
'る
'^
こ
.
.ろ
把
い
.る
.
。

」
\ 

.

.

.

.

.

換
言
^
机
ば
近
代
的
プa

レ
タ
リ
ア
こ
そ
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う 

こ
と
欠
な
る
で
あ
ろ
う
。
'

:.'
-
-
,

:

據
の
豢
教
批
判
は
溉
存
め
宗
教
I

神
観
念
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
点
で 

,
■は
’無
神
論
で
あ
、る
'が
、
，彼
の
.不

汎

神

論

七

む

す

^

つ
：い

て

.い

る

こ

と

は 

す
で
：に
指
摘
し
た
：と
こ
ろ
で
あ
る。

へ
し
か
し
'ま
た
彼
の
悤
想
の
根
柢
に
.は
唯
物 

論
が
^

る
。
：.
.す
な
也
.ち
：寸
べ
て
の
生
け
る
存
在
の
肉
体
的
侧
面
を
本
源
的
な
も 

■.の
之
し
て
.重
視
:1
>
、，
^

間
の
精
神
、：：意
識
的
活
動
を
そ
れ
..に
所
属
す
る
第
二
次 

的
な
属
性
と
み
な
す
考
え
_か
た
で
あ
る
.0
■-
.彼
が
す
で
に
：

『

来
^

ベ

き

時
ft』 

(
"
T
h
e

 

c
o
m
i
n
g

 

A
g
e
o
(
一

八
五
五
年)

：
に
お
.い
'
て

素

朴

な

自

然

科

学

的

唯

物

論 

を
展
開
も
て
い
る
こ
と
は
フ
文
献
目
録
に
お
い
.て
指
示
.し

た

と

と

ろ

，
で

あ

_
 

」

.

「

肉
体
相
諸
性
質
^

発
電
機
お
.
'ょ
び
容
器
と
^

て

必

要

欠

く

べ

；
か

ら

ざ

：る

も

.の

で
あ
る
。
'.
;
.
:
考
え
；
.感
：じ
>̂

動
す
?>
'
、『

私』

'.は
肉
体
の
他
の
産
物
と
向
じ

ょ

う

. 

.

：： 

.
 

. 

. 

.

.

.

. 

.

に
そ
の
1
産
物
で
あ
り
、
.人
間
と
同
ょ
う
動
物
に
も
あ
た
え
ら
れ
て
い
：る
。
肉 

ノ
体
を
破
壊
せ
ょ
、
そ
う
す
れ
ば
他
:0
機

械

と

同

ょ

：う
.に

そ
-0
諸
性
—

諸
—

 

は
そ
れ
と
と
も
に
必
然
的
に
破
壊
さ
れ
る
。
も
し
も
諸
属
性
が
肉
体
な
し
に
存 

在
し
え
た
な
ら
ば
、
肉
体
は
け
っ
し
て
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ

な
ら
ば
神
は
ム
ダ
な
こ
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

.

.
人
は
さ
け
ぶ
、『

私

は
存
在
す
.る
、
こ
こ
に
そ
の
諸
成
分
と
諸
性
質
と
を
お
び
た
私
の
肉
体
が
あ 

る
、
私
の
-内
部
に
あ
り
、
私
の
一
部
分
を
、な
し
て
い
る
一
切
は
私
の
も
の
で
あ

19)

ン

\

る
。

』

と
。

」

,, 

.

.

,

卢

^

レ
.
_
の
观
神
論
は
>
^
の

肉

体

の

：
ぃ

わ
#
:る
_「

普

溻

的

原.子

的

同

質

性

ャ
^

-.

: 

六

九

バ

1
一
一
三)



諶
礎
と
し
て
‘い
る
。
こ
ぅ
し
て
彼
の
上
記
の
不
死
観
は
汎
神
論
と

と

も

に唯
物 

論
に
も
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
彼
は
彼
の
の
ベ
る
不
死
が
琳
物
の
姓
質
か
ら
推 

論
^
本

た

腐̂
の
自
然
的
不
.死」

.
'
.
.

(
i
l
y
a
n
d
,
.

 n
a
t
u
r
a
l

 '
i
m
m
o
r
t
a
l
i
t
y
)

。.で
-
あ
っ 

て
、
こ
れ
に
く
ら
べ
れ
ば
異
教
の
.で
あ
れ
キ
リ
ス
ト
教
の
で
あ
れ
古
く
な
つ
た 

神
学
の
の
べ
.る
想
像
上
の
不
死
は
見
せ
か
け
だ
.け
の
不
満
足
な
も
の
で
ぁ
る
と

私
た
ち
は
こ
こ
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
や

マ
ル
，ク
ス
の
見
解
に
ブ
レ
イ
と
似
た 

不
死
観
が
存
在
す
る
こ
と
•を
想
起
し
う
る
。
ま
た
仏
教
に
お
け
る
沉
神
論
や
不 

死
観
が
'想
.起
さ
：れ
.て
%■
よ
か
ろ
う
。
 

.

.神
と
人
問
と
の
統
一
-、
人
間
と
人
間
.と

の

統

.一

こ

そ

あ

た

ら

し

い

宗

教

の

み 

な
ら
ず
、
あ
た
ら
し
い
社
会
の
た
め
の
茲
礎
を
提
供
す
^ /
そ
れ
で
は
、
そ
れ 

'は
い
か
.に
しH

お
こ
な
わ
れ
る
か
。
こ
の
^
で
の
ブ
レ
イ
の
見
解
は
資
本
と
労 

'働
と
.
0
.協
同
.
.
'

(

^
6 .partnership .'.between, capital, and' labour)

;-
と
.
'
-
-
、
ゾ
う
、
.， 

..

『

労

働
^
不

^
ー

 
な

処

遇 
2
;̂
働

の

救

済

货

』

.(**Labourwwrongs, and ..Labour

tn 

Re

日e
a
y
o
(
j

八

三

九

年

X

以

来

一

赏

し

て

い

る

社

会

改

革

思

想

，
で

あ

る

。

資
本
と
労

働

と

は

協

同

：し

な

け

れ

对

な

ら

な

い

、
■そ
う
で
な
け
れ
ば
資
本
は 

強
制
的
崩
壊
と
破
滅
.と
'の
危
険
を
，お
.か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
労
働
は
.資
本 

の
無
慈
悲
な
要
求
に
た
；い
し
て
忍
耐
の
限
界
に
達
し
て
お
り
、，：あ
ら
ゆ
る
方
面 

に
長
期
的
_
争
が
み
ら
れ
る
;;
0
現
在
め
社
会
関
係
が
維
持
さ
^
て
：
い：

る

ふ

：
ぎ
 

り

信

仰

を

，も

つ
>
-
0て
決
裂
を
防
止
す
る
こ
と
は
，で
き
な
い
。
し
か
し
彼
汶
旧 

秩
序
か
ら
新
秩
序
へ
の
前
進
を
^
>■!
>■で
き
る

:̂
:
ら
ば
：平
和
的
方
法
へ 
一(peaceful.: 

Steps )

.に
よ
つ
.て
お
こ
^:
わ
ね
.ば
な
ら
：ぬ
と
の
べ
.て
：い
る
。
資
本
と
労
働
と
の 

協
同
が
す
ず
め
ら
れ
る
所
以
：で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
竹
平
和
的
原
理
を
帝
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
好
都
合
：な
社
会
的 

^
件
め
次
如
の
^
め
忆
戦
净
や
產
業
上
め
：攪
乱
や
一
般
的
困
窮
を
さ
ま
た
げ
る 

と
.と
.ぶ
で
..き

-^
か
，：つ
.た
。
■む
し
ろ
平
等
主
義
的
キ
.
リ

ス
ト
教
..， (a. e

q
u
a
l
i
t
a

a.an. 

C
h
r
i
s
t
i
a
n
i
t
y
)

は
社
会
的
不
平
等
.の
も
と
に
窒
息
さ
せ
ら
れ
て
き
'た
。
.
ブ
レ
ィ 

の
み
る
と
こ
ろ
-で
は
、
元
来
、
宗
教
的
原
理
と
物
質
的
利
害
と
の
あ
い
だ
に
は 

対
立
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
僧
侶
や
教
会
拖
カ
に
よ
つ
て
具
現
さ 

れ
た
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
は
む
し
ろ
社
会
の
進
少
を
さ
ま
た
げ
て
き
た
：。
'が
、
 

今
日
で
は
、
‘そ
れ
は
抑
圧
す
る
権
カ
を
う
ば
-1
''と
ら
れ
て
社
会
的
疋
義
に
関
し 

て
は
ロ
を
カ
ぐ
む
か
ノ
あ
る
い
は
抑
出
渚
の
側
に
立
つ
て
い
る
。
'
貧
富
の
階
級 

分
化
は
真
の
：宗
1
的
連
合
に
，と
つ
て
致
命
的
で
あ
る
。
な
ぜ
.な
ら
ば
、
あ
る
人 

間
亦
.他

,0
人

调

:^
仕
«

^
ハ(

ン
の
.で
;^
で
_依
存
，.
3て
ぃ
.る
と
こ
ろ
で
は
、
社
会 

的
奴
隸
制
が
存
す
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
平
等
な
関
係
は
教
会
内
部 

に
も
も
ち
こ
.ま
-れ
る
か
ら
で
.あ
る
。
 

* 

.

)

.、「『

私
た
ち
.の
隣
人
を
：私
た
^
自

身

の

如

く

愛

：
せ

-^』

？ AJ

い
う
偉
大
な
訓
戒
の 

-実
行
は
、.
そ
の
隣
人
が
暴
君
や
略
奪
者
の
地
泣
を
し
め
る
な
ら
ば
、
不
可
能
で 

あ
る
。
.な
ぜ
人
間
が
彼
の
隣
人
を
彼
自
身
.の
.如

く

愛

す

る

べ

き

な

の
か
と
-い
う 

.
神

秘

の

鍊

を

あ

け

る

鍵
は
、
彼
の
隣
^

が
こ
と
な
ら
た
条
件
の
も
と
に
い
る
彼 

',
自

身

で

；あ

ると
い
う
事
実
に
見
出
^
れ
る
。
偉
大
な
真
連
が
あ
た
ら
し
い
摂
理 

/
.の
全

構

造

.
の
も
と
.に

よ
こ
^
'わ

o
.て
.；お
..り
、
，
.
.
'
.

な
：に

が

なさ
.れ
る
.ベ
.き

か

を

暗

示 

し
て
い
.
Iる
。
，
.
も
は
.や

専

制

：や

略

奪

が
あ
つ
て
は
な
ら
な
!

^

_

)

さ
き
に
私
は
神
と
.人
間
と
の
統
：.ー：を
媒
介
，と
.し
.て
人
間
と
人
間
と
の
統
ー
が 

実

現

す

る

か

：
の
.よ

に

*ダ
レ
ィ
の
思
想
を
解
説
し
た
が
、
そ
し
て
た
し
か
に
彼 

:
;i
身
も
そ
：.

P.

よ
う
に
の
.ベ
：て
い
る
が
、
：こ
れ
は
原
理
的
に
.み
とS

め

ら

，れ

る

こ
.と
：
.

で

あ

る

。

じ
：
つ
，
さ

い

(

実
践)

上
は
む
し
ろ
人
間
と
人
間
と
の
統
一
.が
お

こ

.な
 

.わ

.れ

て

客

、
祌
と
人
間
と
の
銃
一 

'が
お
こ
な
わ
れ
る
。)

.だ
：が

人

間

と

人

間

と
 

の
.統

o.
は
.当
然

入

間

の

，同

；
ー

性

と

同

質

性

と

を

莲

礎

に

レ

て

み

と

あ

レ

れ

ね

ば 

な

ら

な

：い

が
’、
し
.か
し
社
会
的
不
平
等
や
'#
立

：
の

存

す

名

か

：ぎ

K
こ
れ
は
不
可 

能
で
あ
る
。
-そ
こ

で

：ま

ず.社

会

的

改

革

が

要

請

さ

れ

ざ

る

を

：
え
；な

：い
：
で
^

ろ 

う
。
だ
が
.一
切
の
不
調
和
o'
蕋

礎

：で

あ;.
？,
,階
級
区
分
：キ
階
級
対
立
と
は
、
，「

私 

の
も
の」

：cm
i
n
e
o

一
と
，「

汝
の
も
め
卜
^
彦
久
^
へ
と
^
関
す
る
混
乱
し
た
思 

想
と
実
践
.と
が
ら
生
じ
る
°.
.
 

;
'く

.

.
:
丨
 

「

こ
■の
思
想
.

〔

祌
^
.人
.間
と
.：の
、
..，人
間

と

人

間

と

の

被

|

と」

い
う
来
る
へ
べ
：

.，き

.
あ

た
 

ら
し
.い
摂
理
:
:
:引
用
者
V
は
な
ん
ら
の
..社
会
的あ

：.

る
：い
‘は
：.宗
教
的
対
立
を
み 

と

め

な

い

で

う

、
と
い
う
の
は
人
間
は
な
ぜ
彼
^-
身
と
戦
^
べ
き
で
あ
み 

う
か
？
，
そ
れ
は
す
べ
て
'©
对
立
を
破
壊
す
る
で
あ
ろ
う
と
:£
ろ
の
社
会
的
^
: 

制
と
産
業
的
慣
行
と
の
採
用
を
必
要
.と
す
る
。」

人
間
は
神
と
調
和
し
う
る
前
に 

人
間
と
調
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。
彼
の4

■者
と
の
調
和
は
他
者
と
の
不
和 

の
存
す
る
か
ぎ
り
不
可
能
で
.あ
る
。.
.
:
:
.

『

私
の
も
，の
..

』

：..で：あ
..，り
：...『

汝
.

Q:

も
：の』 

で
あ
る
も
の
，に
関
す
る
混
乱
し
た
：思
想
や
実
践
が
ら
生
じ
る
階
級
区
分
本
対
立
：
 

と

ょ

り

も

ょ

り

多
®
な
不
和
の
源
^
は
^
し
な
い
。
私
の
労
働
の

.^
蓖
^
 

部

分

が『

私

の

.%
の』

，

で
あ
る
べ
き
こ
と
は
必
要
.で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
に 

と

-?
て
必
要
な
自
然
的
資
源
は
.
.

『

私
た
ち
の
^
の』

た
る
べ
き
で
あ
る
。
個
人 

に
と
つ
て
の
正
義
於
社
会
に
と
つ
.て
の
正
義
'の
土
か
.を
な
す
の
は
、
あ
た
か
も 

個
人
の
福
祉
が
大
衆
の
福
祉
に
と
つ
て
：の
士
冶
を
な
す
；の
と
同
ょ
う
で
あ
る
。

」

'
こ
こ
に
ブ
レ
ィ
.の
社
会
改
革
案
の
^ .
調
と
し
て
の
全
労
働
収
益
権
思
想
：や 

人
主
義
的
思
想
.
.の
片
鱗
.
#ヶ
.，.か
'.が
友
る
で
あ
ろ
.う
。
..：.'
'
-
.
.
.
.
-
.
.
:
.

.

『

神
と
人
間
.と
の
統
一』

、

「

し
た
が
マ
て
人
間
は
未
す
の
享
楽
に
づ
い
て
は
あ
る
漠
然
と
し
た
場
所
に
お 

け
る
天
国
.と
な
づ
け
.ら
，れ
.た
神
学
的
.怪
異
に
依
存
し
な
い
.。
.彼
は
彼
の
天
国
を 

地
-
4に
つ
く
.ら
ね
.ば
&
ら
介
い
し
、
彼
が
.；欲

す

る

ど
AJ

ろ
の
.そ
れ
を
つ
く
る
力 

:
を
も

0
.
.
て
い
る

,'
':0彼
は
指
導
的
機
関
卜
し
て『

王
座
も
統
治
権
も
主
権
も
権
カ』 

も
必
聚
文
し
^

^
:
;彼

め

：
天

国

は
員
^
の
も
の
へ
の

最

大

の
^

仕
を
と
も
な
う
. 

共
和
圃
セ
な
げ
れ
ば
な
ら
灰
い
.-
0

: 

'

:

.

.

.

 

•

.

一
-'
そ
と
で
第
四
部
に
お
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
ら
：れ
て
い
る
。

「

身
.

ps

ス
ト
教
徒
と
な
る
.^
め
に
は
、
，：私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
的
環
境
と
キ
リ 

ス
，
ト

教

吖

成

長

の

た

.め
に
適
切
な
社
会
的
条
件
と
を
も
た
，ね
ば
な
ら
な
い
。
こ 

.

.れ
ら
は
私
た
ち
の
隹
業
的
ブ
社
会
的
状
態
に
お
け
る
全
的
変
化
と
、
か
か
る
状 

態
の
神
と
人
間
と
：の
銃
一
、
.人
間

と

人

間

と

の

統

一

.
：
の

承

認

に

も

と

づ

い

た

公 

正
^
;い
：う
キ
リ
ス
ト
教
.体
制
.に
よ

る
代
置
と
.を
通
じ
て
の
み
確
さ
れ
う

る
。
 

私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
男
女
が
こ
と
：な
っ
た
条
件
の
も
と
に
お
け
る
私
た
ち
自
身 

:

で
あ
を
ど
：い
う
存
在
の
偉
大
な
中
心
的
事
実
を
み
と
め
、:'
:
と
の
基
礎
の
上
に
社 

会
的
体
制
を
建
說
す
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
1_
°
,
.

:
:
::'
.彼
の
'い
う
社
会
改
革
は
-.
.
1つ
0
:妥
協
案
：で
あ
る
が
、
未
来
の
.
_争
：に
と
っ
て 

は
そ
^
は
不
可
避
.的
な
も
の：

で
あ
る
。.：

生
産
力
の
発
達
の
：き
わ
め
て
低
い
段
階 

に
お
い
て
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。：「

当
時
に
お
い
て
は
わ
ず
か
の
食
物
し 

バ
か
#
し
介
如
づ
^
の
で
:'
勝

者

，
は

敗

者
-«
3
:り
も
.せ
い
^
い
数
時
間
お
く
れ
て
死 

ぬ
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
来
る
ベ
き
闘
争
は
最
後
の
わ
ず
か
の
食
物
の
た
め 

:の
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
豊
富
な
も
の
が
あ
る
。
問
題
は 

:ー：階
顧
が
姻
の
階
級
が
满
々
に
顧
死
し
つ
つ
あ
る
の
に
、
'そ

の

消

費

量

の
--
*
〇 

借
令
永
久
に
保
持
す
ベ
き
か
ど
う
か
と
.
.い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
じ
っ
さ
い

.

■

七

--
-

a

 

1
1

五)



識
論
を
、
ま
し
て
や
残
忍
な
關
命

な
ど
を
要
し
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
I
 

っ

て
い
る
も
の
が
も
た
な
い
も
の
に
$

前
を
あ
た
え
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
_ 

^

問
題
：で
は
な
ズ
ズ
，
；漱
者
が
あ
た
ち
し
い
産
業
的
調
整
；に
^

;0
て
彼
等
自
身
：
 

の
た
め
に
豊
富
な
部
分
を
つ
く

り

だ
す
の
を
ゆ
る
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い 

う

問

題

で

あ

る

ぜ

も

^

ろ
ん
^

レ
ィ
は
資
本
が
ィ
ソ
少
プ
物
氣
に
で
て
く
る
大
' 

■.
.以
上
に
、
じ
.わ
る
.
v
>v_
と
，を

み

と

め

：て

い

る

。

-
'
.
.
へ：
，'
.
..

■:
"
私
た
：ち
，が
.こ
C

で
非
常
^.
興
味
を
い
：だ
く
.の

は

、

ブ

レ
：：

ィ

.
：
.
の

思

想

の

展

開

に
 

み
と
め
ら
れ
.る
宗

教

的

疎

外

の

：克

服

.へ

.の

.み
ち
で
あ
る
。
神
学
が
神
.で
は
-な
く 

人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の)
で
あ
：る
こ
と
、
神
学
的
神
は
誇
張
ざ
れ
た
人 

間
；に
ほ
か
な
ら
な
い
と
と
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
こ
れ
を
す
で
.に「

み
た
と
こ
ろ 

.で
あ
る
。
神
自
身
は
ブ
：.レ
ィ
0
汎
神
論
よ
.り
.み
.れ

ば

超

越

的

な

存

在

で

は

な

く
 

て
人
間
と
一
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
と
れ
を
：

i;
A.>:(God-man

)

と
よ
ん
で 

い

る

,0
す
.な
^

y

同
質
的
同
.一
性

に

：
お

け

各

神

と

人

間

之

の

，
、

:-
.
:
:
人

間

と

人

間

と
 

の
統
一
.が
こ
の
神

-A
の
到
来
の
.準
備
を
す
る
。：,神
人
.は
神
.の
：
精

神

の

.成

長

と

発 

展
と
の
た
め
の
適
切
な
一
環
.境
と
結
び
つ
.い
.た
入
間
の
神
性
^
.い
，̂
基
本
的
観
念 

か
ら
う
ま
れ
'%
キ
リ

ス
ト
は
神
人
に
近
似
し
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
^: 

は
人
間
の
動
物
と
は
こ
と
な
る
高
尚
な
性
質
を
発
展
さ
せ
る
：の
：に
好

都

合

な条 

件
に
め
ぐ
ま
れ
て
.い
た
か
ら
で
あ
る
。.
条
件
の
有
利
さ
の
程
.度
に
よ
っ
て
さ
ま 

ざ
ま
の
等
級
1の
神
人
が
.
.
.
う
ま
.れ
た
..が
，.
.し

か

し

人

間

大

衆

は

.
；
富

者

も

貧

者

も
 

動
物
的
.で
劣
等
な
条
件
に
：
し
た
が
わ
せ
ら
れ
て
き
て
お
り
、

動
物
的
入
53

 ̂

(
a
l
a
l

 h
u
m
a
n
i
t
y
)

以
外
の
な
に
も
の
も
示
さ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
に 

人
間
は
祌
人
と
動
物
人(animal-man)

と
を
有
す
る
こ
と
と
な
>̂
2。

)

^ -
者
が 

消
滅
.し
て
前
者
が
こ
れ
に
：と
つ
て
か
わ
る
.で
あ
ろ
う
。
ブ
レ
イ
は
か
か
る
過

程

,

七 
ニ 

c
i

t

 

六)

'

'

'か
.い
わ
は
.労
働
過
.程
.に
.お
.い
■て
.お

こ

な

わ

.れ

る

-:
>
-

」

.と
を
.み
と
-め
て
い
る
0 

.:
:«
然
的
篇
作
因
0
征
服
に
人
間
.の
最
大
の
；勝
利
と
.最
勗
の
享
楽
と
.が
存
す 

る
。
彼
が
神
に
ち
か
づ
け
ば
ち
か
づ
く
ほ
ど
彼
の
力
は
大
と
.な
る
。
だ
が
ん
間 

は
神
が
彼
の

.̂
ち
に
、
彼
の
周
囲
に
^
す
る
^
と

を

-L
ら
ね
ば
な
ら
な
ハ
o
進 

#
し
^
い
神
学
.は
て
の
知
識
を
さ
ま
た
げ
、
：祌
を
怒
り
で
人
間
を
恐
れ
で
み
た 

し
神
と
人
間AJ;

を
分
離
し
て
き
た
。

」

こ
と
が
ら
は
き
わ
め
..て
単
純
で
あ
る
。
こ 

.

.

の
：；

一：
世
紀
に
.お
，け

る

人

間

の

創

造

物

の

き

わ

め

て

大

で

，
あ

：る
：
こ

と

に

も

み

ら

れ 

る
よ
う
に
、
.人
間
が
意
志
し
労
働
す
れ
ば
■よ
い
。「

す
べ
：て
の
種
類
の
拿
楽
物 

は
.彼
'の
知
的
命
令
が
発
生
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
^」

:.
こ
こ
に
は
ブ
レ
ィ
の
人
間
の
無
限
の
進
歩
と
合
理
性
と
を
信
じ
る
楽
観
的
思 

想
.
:^
う
か
が
え
る
が
;;
'
i
も
か
く
彼
に
.よ

;0
て
宗
教
的
練
外
の
克
服
は
人
間
に

.よ

る

彼

の

：う

も
.に
存
す
る
神
の
認
_—

-—

神
.■と
人
間
と
の
統
.

j

-

-
に
よ
っ
て

本
こ
'な
わ
れ
、

し
か
も
こ
.れ
は
入
間
の
自
然
に
.た
い
す
る
労
働
過
程(

く
わ
し 

く
い
え
ば
そ
こ
'に
お
げ
.る
進
歩
^
改
革)

を
媒
介
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か 

で
あ
る
。

V

宗
教
的
内
.容
が
社.4R

の
■宗
教
的
戯
画
で
あ
る
こ
と
.は
'
.つ
ぎ
.•の.よ
う
に
み
と
め 

ら
.れ
て
い
る
.0
.

.

「

長
：い
.あ
い
.だ
、
社
会
は
世
俗
的
、
教
会
的
君
主
制
や
貴
族
制
に
よ
‘っ
て
支
配 

さ
れ
，て
き
た
。
大

衆

は『

下
層』

階
級
の
自
然
的
劣
等
性
と『

上
流』

階
級
の 

優
越
性
と
い
う

観
念
で
：み
.た
S
れ

て

き

た

。

同
一
，
の

観

念

が

.す

べ

て

の

神

学

に 

浸
透
す
る
。
す
.ベK

の
も
.の
の
想
像
.的
君
主
と
彼
の
命
令
を
お
こ
な
う
よ
り
劣 

っ
た
重
要
で
な
い
ヰ
を
と
が
あ
る
。

」

宗
教
の
あ
り
か
た
は
い
わ
ぱ
社
会
.
Cお
け 

る
精
神
的
状
態
の
反
映
で
あ
る
.0「

あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
そ
れ
が
S

し
支
配
権

.を
ふ
る
う
時
代
の
神
学
的
お
よ
び
精
祌
的
状
態
の
単
な
る
代
表
者(exponent) 

で
.あ
る
か
尺
度(measure)

で
あ
る
。

」

ナ
ベ
て
の
神
学
に
部
分
的
真
理
が
存 

す
'る
と
と
は
み
と
.め
ら
れ
る
が
、
し
が
し
信
条
や
信
仰
や
義
式
は
社
会
的
条
件 

に
適
合
す
る
よ
う
に
变
化
す
る
。
人
：々

が
神
学
に
お
い
て
頑
固
.な
と

：：こ

ろ

で

は 

ど
こ
で
も
彼
等
は
.す
べ
て
の
他
の
.も
め
に
お
い
て
も
偏
狭
で
あ
冬
ー
宗
教
的
ー
な 

古
く
さ
い
超
自
然
性
に
お
い
て
ね
む
り
夢
：み
る
と
い
う
.こ
と
は
、
+あ
ら
ゆ
る
も 

の
に
お
い
て
も
ね
.む
り
夢
.み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
学
的
進
歩
は
科
学
的 

お
よ
び
そ
の
他
の
進
歩
.の
結
果
で
あ
る
。
神
学
が
お
.の
ず

か

ら

進

歩

ず

る

と

.：い 

う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
：

.:

.

と
こ
：に
は
宗
教
的
^

:
が
経
済
怖
疎
外
や
政
治
的
疎
外
.の

(

宗
教
的)

反
映 

で
あ
る
と
い
う
考
え
.か
た
に
通
じ
る
も
の
が
み
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
\

■

.
:
:
.
-

.，
'一 

• 

. 

V 

■

注

:-
:. 

:
,
,
 

,■ 

:

(

13) 

G
a
a
n
d

 

M
a
n

 

a

 

unity.: 

p. 

2
1
.

傍
点
引
用
者
。
フ
ォ
ィ
エ
ル
バC

は
い 

う
"
'-
1
宗

教

は

人

間

：の
カ

，

\
性
質
：
本
質
規
定
を
人
間
か
ら
.置

り

、.'
そ

れ

ら

を
 

独
立
的
な
.存
在
と
し
て
神
化
す
る
.
。
..

J..(L. 

F
i
r
b
a
c

ir;.: 

D
a
s

.'„
w
e
s
e
n

a.es.ohris-,. 

t
e
n
t
h
m
n
s
'

 
1
00
4
1
.給 m

m
t
l
i
c
h
e

 W
e
r
k
e
,

 

ne'u 

h
e
r
a
u
s
g
e

wl- e
b
e
n

へ.

v
o
n

' 

w... ‘Bolin, 

u
n
d

 

F
.

 

Jodi. 

B
d
.
V
I

 

1
9
0
3
.W

. 

5
;

船
山
信
--
*
:訳
、
.上
V 
六
〇
頁
。

)

/
:

(

14) 

G

aan
d

 

M
a
n
p
u
n
i
t
y
,

 

p, 

2
1
.

傍
点
引
用
著
。
フ
ォV

工
ル
パ
ハ
は
い 

ラ
。
，
'

「

祌
ど
は
人
間
.の

最

も

主

観

的

で

最

も

固

有

：な

本

質

が

.分

離

さ

れ

且

つ

選

り

:

.出
さ

れ

た

も

の

，
で

あ

る

。

し
た
；が

っ

て

人

間

は

自

分

自

身

か

ら

は

行

為

し

え

な
 

.

.

.ぃ.。
し
た
が
ら
そ
す
べ
て
め
善
は
神
か
ら
来
る
^
^
^
-
^
善

^

&

户̂
ン
?8
:
©
.
，
：
.
.
. 

.

1

.

■
訳

、
；
上

，
：
5

六

頁
。)

'.
'::
:

^

(

■]
5

>
ンG

o
d

 a
n
d

 M
a
n

p.u
n
i
t
y
.

 pp. 2
1
1
2
3

.
ホ

ク

ス
キ
ン
、
の

左

記

プ

レ

ィ

.ス
あV

 

r

神

と

人

問

と

の

統

一

』

.

.
書
翰
の一

節
は
や
や
ブ
レ
ィ
に
ち
か
い
汎
神
論
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

./

私
た
ち
が
物
質
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
そ
れ
ら
の
.認
知
物
は
、，

か
か
る
法
則
の
劃
一 

性

(
u
n
i
f
o
r
m
i
t
y
)

の
徴
候
に
.よ
っ
：て
、
產
㈩

し
破
壊
し
維
持
し
再
創
造
す
る
力 

へ.の
徴
候
に
よ
っ
て
た
え
ず
と
も
な
わ
.れ
.て

い

る

。

私

た

.ち

は

私

た

ぢ

の

同

蕺

の

創 

'

; ^
來
め
心
の
存
布
を
：徴
揭
か
ら
の
み
推
測
す
る
、
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
た
徴
候
か
ら 

.

私

は

同

よ

う

に

物

賢

，ど

'た
.：え

ず

む

す

び

つ

い

た

、

i

あ
る
い
は
奮
於
の
存
在
を
推
測 

'
■
す
る
。
こ
の
心
の
.も
う
.，一：つ
©'
名
称
が
：神
で
あ
る
、|

な
ぜ
：な
ら
ば
% •
賢
、
-补
、
 

.'
'

自
然
は
乾
に
と
.：っ
.て
殆
：ど
同
意
語
的
な
一

.1「

つ
の
言
葉
'
$

.
す
な
わ
ち
最
初
：の
'も
の
と
最
後
の
も
の
と
は
私
た
ち
の
維
続
的
な
認
如
物
を
あ
ら 

わ
し
、:
中
間
の
も
の
は
そ
れ
ら
の
も
の
.が
そ
れ
に
と
も
な
わ
れ
て
い
ふ
と
こ
ろ
の 

慈

愛

深

い

：劃
一

r

的
な
力
の
徴
調
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ぬ
か
ネ
で
あ
り
、

'.
:
■
ま
た
イ
ー
ク
レ
ー
め
神
で
も
あ
り
、
ま
た
私
た
_ち
が
'̂
'

の
.な
か
に
.生
き
’
う
ご
き
、
 

私
た
ち
の
#

在
を
-有
す
る
と
.の
べ
た
.と
こ
ろ
の
が
の
聖
書
の
著
者
の
神
で
も
あ 

L 

H
a
l
<t
)
'
v
y
;

^
 

p
p 

b
y

 ..A. 

J. 

Taylor.. 

1
9
5
6
.

 

p
p
.

CO
5
I
3
6 

‘
像
点
腺
分
は
本
文
ィ
タ
リ
ッ
；ク
。)

こ
の
文
章 

.に
0.
い
て
ア
>
ヴ

ィ

は

：つ
ぎ
.の
よ
}

に
の
べ
て
い
る
。「

ぺ
シ
タ
ム
主
義
者
の
無 

.
神
論
に
皮
対
し
て
彼C

ホ
ジ
.
ス
キ
ン——

引
用
者〕

は
神
I

そ
れ
は
僧
侶
や
迫 

.

.害
省
の
神
で
ば
*:
:
-く
て
，|-
1

然
の
法
則
の
'不
変
の(

摂
理
で
あ
_を
。
'

——

の
存
在
を
確 

言
し
た
。」

(P. 3
5
.
)

こ
の
点
に
お
い
て
べ
シ
ヾ
タ
ム
.の
自
然
宗
教
が
あ
た
ら
し
い 

社

会

；
の
：編

制

に

さ

い

し

て

あ

ぎ

ら

か

に

，そ

の

念

頭

に

"う

か

ん

だ

：
と
：
こ

ろ

の

タ

ム

ス 

....
ン' (

M
.
)

脅
.

s
b
a
c
h
.
'

 w
i
i
l
£
a
m

::''''Thos

嘗
 n.r 

1
9
2
2
,
.
.
'
s

，
00
5
;

)

.

.

.と

.
ホ
ジ
...ス
キ
ン
と

''

一
''
'
.は
対
立
し
,'
い
わ
ば
両
渚
の
中
間
に
ブ
レ
ィ
が
い
る
.。.

(

16) 

G
aand.. Man. a

C1
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^
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:
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-

I



(

17) 

ibiU p
p
.

00
218

3
.

(
18)

.前

出「

ジ
コ
ン
•
フ
ラ
ン
；
ゾ

ス
•
ブ
レ
イ」

(

一-
.一

)

、
七
匕
頁
ノ 

•

(
19) 

£
 

E
 

s

p 

a.unity, pp. 27 
丨 

200
.
.肖
トM
部

分

ば.木
文
.̂

タ
リ
.ッ
ク

。

(

20

.

)
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ハ

は『

逍
さ
れ
た
る
箴
言』

中
で
つ
ぎ
の
.よ
う
に
の
ベ
て
い 

る
。

■'
:
:

「

も
1;
君

が

、

：
君

：と

死

沐

頌

間

^
み

何

め

街

象
物
を
も
パ

.敦

：よ
：
り

も

生

き

残

る

：

何
の
R

的
物
を
も
設
け
な
い
な
ら
、
た
し
か
に
死
は
乳
に
•と
っ
て
恐
怖
と
絶
望
と

の
光
贤
で
あ
る
。
だ
が
a*
だ
け
で
.な
く
な
お
別
な
も
の
を
頭
の
中
に
置
く
な
.ら
、

?]
•

は

そ

れ

に

よ

づ

て

死

の

荆

棘

を

鈍

ぶ

ら

せ

う

.る

.と

.こ
6

の
或
る
も
め
を
有
す
る
_.

こ
と
^

な
る
，
.人
類
.に
生
奪
よ
、
；
->
-

」
；れ
：が

死

に

対

向

す

る

^ ;
:
|
%民
齋
^

。、
君
の
.

こ
と
を
思
わ
ず
に
人
類
の
未
来
の
こ
と
.を
思
え
;'
そ
う
ず
れ
ば
、、
君
を
し
て
必
然

V
的
に
.君
の
生
命
の
短
.か
い
：経
過
を
突
破
さ
せ
.君
の
へ
最
懲
を
突
破
.さ
せ
'る
ど
こ
：

.
ろ

の

、
；
君
の
顧
今

^

動
の
.た
め
.に
充
分
な
余
地
.を
.有
.す
る
.こ
と
に
な
る
。'-
'

?

Peuerbach; 

Nachgelassene 

A
p
h
c
r
i
s
m
e
n
.
^
m
m
s
c
h
e

 
Werke. 

Bd.la

1
9
u
,
>

3
3
7
,

佐
野
戈
先
訳
へ『

ベ
；■ト
ゲ
ル
ぎ
緊
批
视

7

 
ニ

--
*
ー
西
芄
，

)

::
'
:

マ
'ル
タ
.ス
は
：『

経
済
学
.
=挺
学
手
稿』

中
に
お
：い
て
つ
ぎ
の
よ
う
：に
.の
べ
.て
い
.' 

る
0

. 

.

'「

死
は
、
個
人
に
だ
い
す
る
類
の
冷
酷
な
勝
利
の
よ
う
に
み
え
、
ま
た
そ
れ
ら
の 

一
統」

に
矛
盾
ず
る
よ
*

TV

に
み
え
る
。
1>
'

か

し

特

定

.
の

個

ん

^:
ば
、：
^.
;
ん
^
'
ー
へ
っ
の
へ
，
 

限
定
さ
れ
た
'類
的
存
在
.に
す
ぎ
ず
、.
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
死
'ぬ
べ
き
%''
.の
で
：
 

あ
る
。」

(
K

 

Marx; 
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Manuskripte. 

M
a
r
x

 

Engels Gesamtausgabe. Abt. I

 Bd. 3: S. 1
1
7
,

大
月
選
集
、
補
巻
四
、
三 

.四
六
頁
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)

■

:, 
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:
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..
卜
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(
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オ

ー

ウ

ェ

ン

：

.に
ぉ
1'
て
も
彼
の
ぃ
ゎ
ゅ
る)

：

「

合
理
的
宗
教
2
:
-
が
協
同
的
社
会
_.

'の
^

礎
と
な
ら
ね
ば
な
'^
な
：ヵ
っ
.た
。，_ 

,
s
. 

O
w
e
n
;

 

T
h
e

 

Principles .
a
n
d

 

p
r
a
,

 

:
o
t
i
c
e
:
. 

o
f

 

the. r
a
t
i
o
n
a
l

 ..Religiop.: C
h
a
p
.
'
X
I
,

 

x
n
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22)

.
 ■ 'God;: a

n
d

 .
M
a
n

 

a::anit3T ，
p.: 45..

傍
点
部
分
本
文
イ
タ
リ
ッ
ク
。

(

23)

ォ
ー
ゥ
ェ
ン
も
合
理
的
荥
教
.の
灾
践
を
隣
人
愛
に
も
と
め
て
：
い
る
。

(
E
.

.Simon; 

a. a. 

p
 s, 269,32

00.
)

サ
ン
丨
：
シ
モ
シ
も
キ
リ
ス
ト
教
の
精
髄
を
隣

人
愛
に
も
と
め
.(H

，

0
. de .Saint-Simon; 

idem. pp_ 

10

丨ll.K 

さ
.ら
に
こ
，
 

...れが

.貧

.民
階
級
の
福
祉
.と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
.い
る
-,
°, CP,16, 

:20r ,55157, 

.104.)

し
か
し
マ
ニ
ユ
' H.

ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。
，

「

し
が
し
大
げ
さ 

'
ガ
文
句
に
も
か
分
わ
ら
ず
，
：：宗
教
的
情
操
や
表
現
ど
；じ
：て
伝
統
的
に
の
べ
ら
.れ
て 

^

^̂:
の
の
^
じ
ん
も
著
作
;.
:〔『

新
キ
リ
'ス
ト
教』

一

引

用

者

〕

'.
:全
体
に
：
存
し 

.な
い
*s

m
y
s
t
i
c
a
r
〔"mystiques—

-
引

用

者〕

.と
い

う

言

葉

は

彼

が

.そ

れ

を 

.用
い
る
と
き
い
つ
も
否
定
的
含
蓄
を
有
ヾ
し
で
へ
い
る
"
^.
ぜ
な
^
ば
彼
の
新
キ
リ
ス 

:
ト
教
は
実
証
的
科
学
办
真
理
と
.す
べ
；て
0-
:時
代
.のJ: 」

つ
の
.絶
对
的
道
徳
的
原
理 

.

1
兄
弟
-®
と
に
き
そ
づ
け
；ら
れ
：て
い
る
か
ら
で
あ
る
*
こ
0
宗
教
を
维
時
ョ—

 

ロ
ッ
バ
に
お
い
て
人
気
の
あ
っ
た
ロ
マ
ン
デ
ィ
ッ
ク
な
沉
神
論
や
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
宗
教
的
態
度
と
同• 1.

視
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
ら
あ
る
'
。

」

R
 

w
. 

M
a
n
u
e
l
;
.

T

.¥

.
n
e
w

 World of Henri saint-simon.sss.

-'3
59

.
)

私
た
ち
は
こ
こ

に
サ
ン-

シ
モ
ン
と
ブ
レ
イ
と
‘の
宗
教
論
の
同i

性
と
.区
別
と
を
比
較
し
う
る
で

:
ぁ
ろ
.う
。

：
：
：

.

.

'

(
24)

.... 

God..,a.nd 、'Man...a.'.unity'.p,

(

25) 

二 bid.'p.,5
4
:

 

' 

: 

.

(

27)

ブ
レ
イ
：に
は 

demi.god 

(

前
出)

Q
od-Father,'G

a
-son 

の
語
が
あ
る
。
 

(ibid. 

p. 

5
2
- 

• 

,

:

(

28
v

j
b
i
d
'
p
p
,

a
.丨 5

6
.
.

-

(

29)

.-ibid. 

p
,
,
5
&
.

オ
ー
ゥ
ヱ

ン
に
お
い
て
も
労
働
過
程
め
合
：理
化
と
也
上
の 

楽
園
の
建
設
と
に
つ
い
て
' の
楽
観
的
見
解
が
み
と
め
ら
れ
る
。
B

■
ぎ
ロ
ー

L
is*
o
f Ro

b
e
r
t

 

O
w
e
n
,

 

w
r
i
t
t
e
n

 

b
y

 

H
i
m
s
e
l
f
.

 

ゲ
.
1
00
5
7, preface;)

(

30) 

...God and M
a
n

 a,'unity,., pp. 52

丨53
..，

31)

s^
p:

.

 p‘

 

4
7
，

.

.

.

 ̂

.

. 

.

.

.

. 

.

第
三
部
に
お
：い
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
.
.は
、
資
本
と
労
働
と
の
協
同
に
つ 

い
て
の
所
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
-^
-
は
第
ー
一
部
に
お
け
る
よ
り
:%
よ

り

く

わ 

し
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
'0

'

'

'.

.「

座
業
的
改
^
を
開
始
す
る
明
白
で
も
っ
と
も
容
易
な
方
去
，は
劳
1
と
資
本
と 

.の
協
同
に
:±
る

•%
の
で
あ
り
，
そ
れ
は
す
べ
そ
のI
知

か

蓄

馨

を

そ
.れ
ら
，を
：
 

い
ま
所
有
し
て.い
^
諸

個

人

に

，
そ

の

ま

ま

に

の

こ

.：
し“、
，
協

同

の

す

べ

；
て

.の
^

^
 

の
蓄
積
物
に
お
け
る
労
働
に
よ
る
所
有
上
の
利
益
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
勞
拗 

:を
し
て
質
金
と
利
潤
に
お
け
る
分
前
と
に
.

つ
：：

い
：
て

の

協

同

に

.は

.い
ら
し
め
よ
。
.
. 

身
体
屈
強
め
各
労
働
者
は
人
に.ー
ー
〇0

0
ド
：
ル

か

ら

；
四

0

0
〇
.ド
ル
わ
費
さ
し
：
 

.冷
、V
こ
れ
は
ま
さ
に#
の
.奴
激
の
'評
価
に
.お
け
る
だ
け
：の
価
値
で
あ.る
，
彼
.は
. 

勉
の
価
値
を
も
っ
て
協
同
に
く
わ
わ
り
ソ
が
奶
あ
る
+い

は

機

械

^

お

け

る

同

ー 

の
：価
値
を
補
ぅ
ベ
き
で
あ
る
，。

こ
れ
は
協
同
的
企
業
^
お
け
る
資
本
と
；労
働
と 

C
'そ

れ

の

fr
M

r
応
.：じ
:̂
..双
方
の
.間

，
に

利

濶

を

分

割

す

る

..の；

を

容

易.な

ら

， 

-L
め

る

。

」 

—

,

•フ

レ
イ
の
*

革
案
：は
現
在
'の
貴
労

働

関
係
一
^

迸
産
手
段
の
私
有
-
，—

.は
ぞ
.

」

神
.と
人
間
と
の
統
：.ー：

』

.'
:
,メ

.

'

.:
 
■

の
ま
'ま
に
し
"て
-お
.い
，て
;
単
に
生
産
物
の
分
配
の
面
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
利 

.

.

.

.

.
潤
.め
：-''-i

部
分
を
労
働
者
の
賃
.

金
..

に
.加
算
す
.る
と
い
.う
.こ
.と
で
調
整
し
よ
う
と
す 

.る
も
'の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
に
.
<3
:
-.っ
，て
資
本
と
労
働
と
の
間
で
等
価
交
換(

» 

価
値
法
則
-
が
実
現
^
う
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。(

逆
に
い
え 

ば
ぃ
過
大
な
利
调
け
对
子
处
ど
.の
；不
労
所
得
と
低
賃
金
と
の
対
立
と
い
う
現
代
社
会 

の
.不
平
等
関
係
.は
、
資
本
と
务
働AT

の
不
等
価
交
換
に
山
来
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い 

:
る
。’：後
出
の
社
会
的
総
生
産
物〔

価
値〕

の
分
配
に
関
す
る
設
例
を
み
よ
。)

、

.

し
.た

が
-0

て
協
同
.は
労
働
者
々
そ
の
奴
隸
的
境
遇
..か
ら
ひ
き
あ
げ
、
.彼
に
：増 

加
し
た
.所
得
と
改
良
'

Q
'

た
め
"の
'よ
り
よ
'い
条
件
と
を
あ
た
え
、.
資
本
と
労
働
と 

の
対
.立
'に
終
止
符
を
う
つ
こ)

と
と
な
-3

。
こ
こ
で
私
た
ち

が
注
目
し
な
け
れ
ば 

‘な
ら
な
い
の
は
、:
資
本
と
勞
働
；と
の
協
同
が
'よ
り
高
度
の
改
苹
に
対
す
る
,
(1
' 

段
階
と
：.し
て
説
か
れ
て
い
名
こ
：と
.で
あ
る
。

::

「

労
働
.は
た

龙

，
ち

；
に

そ

如

自

身

の

統

制

の

も

と

に

お

け

る

そ

め

未

来

の

蓄

積

物
 

と
進
歩
.七
を
も
'
?て
.一

資
本
家
と
し
て
の
立
場
を
.と

る

、

か

く

の

如

^'
知

か

か
 

.協
同
は
よ
り
高
度
の
社
会
的
..
',
知
的
状
態
お
よ
#
全
般
的
前
^

^
0'
i
^'
fj
'
. 

と
し
て
役
立
.：つ
.で
あ
ろ
う
。
労
働
は
協
同
的
あ
る
い
は
他
の
管
理
の
も
と
に
お 

.け
る
.か
く

：の

如

き
..経
験
を
.必
赛
.セ
し
へ.
ま
た
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

^ £
レ 

.

:V;

新
摂
现
は
経
済
学
の藤

：#

原
理
1

1
般
的
交
換

-̂
と
も
な
う
普
遍
的
労
働 

-
^
-
;
に
.も
と

づ

,<
.:
°
彼
が
社
会
改
革
を
革
命
と
：し
て
で
は
な
く
単
な
る
国
家
機 

.能
：の
^
大
に
な
る
.労
働
め
'組
織
化
^j

み
て
V
'石
こ
と
は
、
.つ
ぎ
の
文
章
に
あ
き 

:ら
"か
.で
.あ
^

--
'
-°

(

と
->
.\-
で
も
協
同
の
邏
減
脉
性
格
の
.指
摘
が
あ
.る

。

)

：
.
：， 

パ「

新

摂

理

；は

緣

済

学

：の
本
ら
ー
ゆ

?>
:
:棊
本

的

原

理

匕

產

業

的

取

依

存

し

.て
い

る

。 

無

限

の

：自

然

的

資

源

と

：む

：す

び

ら

：
い

.た
普
遍
的
労
働
、:-
'
集

合

的

蓄

積

物

.お

よ

び

.
V 七
.五
，(

M
.
1

九)

：

：



ー
般
的
交
換
は
.、：：生
活
_の
あ
ら
：ゆ
^
孕
楽
物
.を
.創
造
し
 ̂

ろ 

般
的
国
民
的
協
同
お
よ
び
賃
金
の
支
払
は
、：：

私
た
ら
が
"必
然
的
に 

そ
れ
.へ
：ど
宠
着
オ：

る
.セ
あ

ろ

う

と

こ

ろ

の

将

来

，に
：
お

け

'?
>
よ

り

：完

全

な

社

.会

組 

織

べ

：の-:
階
梯
に
す
ぎ
な
い
_。.
.：
；
，そ
れ
は
す
べ
'
:て.の
時
に
す
ぺ
^
^
^

.

.仕
：事

と

：賃

名

と

を

あ

た

え

る

の

に

.：必
要

欠

く

べ.か
：ら

ざ

る

：よ

う

な

現

在

の

慣

行
 

の

修
.正

に

害

な

ぃ

い

。
#

心
的
団
体
当
局——

国
务——

が

現

在

の

競

争

的

団

： 

体

や

個

人

的

企

業
|

そ

れ

ら

は'つ
ね

：に

国

民.0
生

産

的

お

よ

：ぴ

分

配

敗

諸

カ

；
ン 

を

管

理^
る

こ

：
と

が

で

き

な

い

：

‘こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
—

.に
^'
ゲ
T '
如 

.わ
る
で
あ
ろ
う
。
|
_
;

',

“

,:■

「

し
か
し
低
賃
金
、
過
度
0 .

労
役
お
よ
び
大
衆
の
.困
窮
に
よ
，っ
て
確
保
さ
れ
る： 

低
廉
な
生
産
と
い
う
現
代
の
思
想
は
根
絶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
.は
対
^ ; 

.お

よ

ぴ
.:
@

内

，
の

生

產

あ

よ

び

分

配

.の

.政

府

に

よ.る

統

制.に
：
よ.
0
て
.
.の
.■み

な

：
さ

れ
. 

う
る

*-
0

.

右
の
文
章
に
み
ら
れ
る
上
う
に
.協
同
f

労
働
の
組
織
化
が
.あ
た
か
も
罾
，
 

タ
ム
ス
ン
に
お
け
る
と
向
じ
よ
-5
に
自
由
競
争
の
否
定
を
意
味
す
る
こ
と
は
あ 

き

ら

か

で

，あ

る
。
' 両
者
は
こ
の
：点
協
同
主
義
者
->
1
し
て
共
通
の
性
格
を
に
な
っ 

て
い
る
。

.す
で
に
第
二
部
に
お
い
て
ブ
レ
ィ
は
社
会
的
総
生
産
物
に
つ
い
て
一
つ
の
例 

解
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
の
発
生
^
の
べ
て
い
る

;0
す
な
わ
ち
労
働
者
数
五
、
0 

〇
〇
■>.

〇
〇
o
人
、、一

人

1.

.週
：の

労

働

在

産

物
.の
価
値
に
等
し
い
賃
金
が
1
.ー
〇 

ド

ル

で

：あ

る

と

す

れ

ば

、

そ

し

て

そ

：の

額

が

支

払

わ

れ

る

.と

.す

れ

ば

、

総

生

産 

物

価

値=

賃

金

総

額

卩
 
一.0

〇
’

〇

〇

〇

、.〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。
し

か

し

利

.

 

潤
、
利
子
そ
の
他
.が
.支
払
わ
れ
る
か
ら
、.1

人

：あ

た

り

賃

金

は
一
〇
.ド

ル
だ
け

:

. 

_ 
七
六
：
o

r

o)

,

支
払
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ド
ル
が
：労
働
者
か
.ら
欺 

き
上
ら
れ
る
。
，ブ
レ
ィ
は
こ
れ
を
不
等
価
交
換
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

. 

.

.第
三
部
に
お
い
て
も
こ
.の
よ
う
：な
素
朴
な
剰
余
価
値
論
が
み
'と
め
ら
れ
る
。
 

.
'

「

す
べ
：て
の
富
は
社
舍
の
分
化
と
慣
行
と
が
い
ま
や
あ
る
階
級
を
し
て
他
猎
'級 

の
犠
牲
.に
よ
.つ
，て
領
有
す
'る
と
と
を
可
能
な
ら
し
め
：る
と
こ
ろ
の
：労

働

生

産

物 

.の
、剰

余

で..あ

る
。

j

'
こ
.の
よ
：.う

な

不

等

価

交

換

論

的

な

剰

余

価

値

論

は

ブ

レ

ィ

と

か

ぎ

ら

ず

リ

ヵ
 

I

ド
派
社
会
主
義
者
に
特
徴
的
で
あ
る
。
：：1>
.か

し

ブ

レ

ィ

に

お

い

て

み

る

べ

き
 

点

；は.彼

が

協

同

的

社

会

：に

.お

.け
る

，い

わ

ば

剰

余

価

値

部

分

に

つ

い

て

も

.
の

べ

て 

い
名
こ
と
で
あ
る
。

:

:

:.;
 ̂

-

「

現
在
、
利
潤
、
'利
子
お
よ
び
諸
費
用
が
財
貨
の
費
用
に
加
算
さ
れ
る
と
同
よ 

う
.に
；、
:.
虚
弱
者
、
無
能
力
者
、
教
育
、
住
居
改
良
、
新
し
い
機
械
や
工
場
お
よ 

び
多
数
の
他
の
.諸

:#
の
支
持
：の
よ
う
な
：一
切
の
八
ム
共
，の
必
需
品
が
す
べ
て
の
生 

産
物
に
割
り
あ
.て
ら
れ
る
百
分
率
で
労
働
費
に
加
え
て
用
意
さ
.れ
う
，
^

.

.

.

.

.

こ
.れ
は
き
わ
_め
.て
童
^'
な
指
摘
で
あ
る
:°
.全
労

働

収

益

権

思

想

，を

背

景

に

し 

.て
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
も
資
本
主
義
社
会
に
お
.け
る
剰
余
労
働
、
剰
余
生 

産

物

部

分

，に

該

当

す

；る

も

の
.の
....
存
在
す
る
.こ
.と
：が
'滴
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ 

る
0 

. 

- 

■ 

'
.

_
I

I
一一
 j

部
^
お
い
て
ふ
た
た
び
不
死
の
証
明
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
 

.

.こ
ん
'ど
.も
汎

神

論

が

.基

調

と

さ

れ

て

い

る

が

、
，
人

間

に

ル

か

.

1
の
な
い
こ
と 

を
よ
り
ど
こ
.ろ
、と」

し
て
直
接
的
に
証
明
し
よ
う
..と.し
て
.い
.る
。
こ
れ
は
さ
き
の 

不
死
の
証
明
が
や
や
；自
然
科
学
的
难
物
論
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
.す
れ
ば
、
>」 

ん
ど
は
観
念
論
的
で
ぁ
る
と
も
ぃ
ぇ
る
。
こ
れ
は
元
来
沉
神
論
の
も
つ
て
い
る

両
侧
面
で
あ>

5
。 

’ 

V

,
.
.

.

「

み
な
さ
ん
、
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
あ
な
た
.が
た
自
身
を
み
て
み
な
さ
.い
。
あ 

なたがたは生きていないかーあなたルかはかつて死んだか！
あ
 

'な
た
が
た
の
記
憶
は
も
う
ろ
う
と
し
た
は
じ
ま
り
に
も
ど
る
^
,、
し
)̂
し
途
中 

は
ず
っ
と
生
以
外

^
に
も
自
覚
し
介
い
。
友
人
や
親
戚
は
み
え
な
く
な
る
が
、

■_
 

あ
な
た
が
た
ば
決
し
て
死
な
な
い
。
あ
な
た
が
た
と
と
も
の
生
は
不
変
で
あ 

る
。
な
ぜ
な
ム
ば
あ
な
た
が
た
は
不
死
の
鼠
理
を
化
表
す
る
か
ら
で
あ
る
。

：，
.

…

私
た
ち
は
決
し
て
死
を
自
覚
し
な
い
。
：

『

私
'
は
ー
.つ
の
化
身
.に
お
い
て
れ 

む
り
に
お
も
む
き
他
の
；化
身
に
お
い
' て
め
ざ
め
.る
。

私
た
ち
自
W .
-
は

ま

ざ
 

し
X
私
た
ち
.が
た
ま
た
ま
現
存
の
化
身
に
お
.い
：て
.あ
る
と
こ
ろ
の
も
ひ
で
あ 

'る
。
私
た
ち
は
永
遠
に
現
在
に
生
ぎ
て
い
る
。，
私
た
ち
は
昨
日
.す

：
が

.
た

を

け

し
 

た
ジ
ョ
ン
と
マ
ル
タ
.'
,〔

ブ
レ
ィ
の
妻
の
名
I

引
用
者〕

な
る
も
の
で
林
な
：く

、
 

て
今
日
生
き
て
い
る
ジ
3

ン
と
マ
ル
タ
な
る
も
の
で
あ
る
。

.人
間
の
下
死 

は
神
の
不
死
と
同
一 

質

を

有

し

て

い

る

。

そ

れ

は

死

.に

つ

い

て

な

に

も

し 

ら

な

い

不

変

の

生

で

あ

が

*-
°

:;

.
,

■

な
お
第S

部
.に
お
い
て
と
く
に
し
る
す
次
き
あ
た
ら
し
い
論
点
は
な
い
。
そ 

こ
に
は
い
ま
ま
で
の
ベ
ち
れ
た
こ
と
の
く
り
か
克
し
、
な

い

し

は^.
,
れ

を

基

礎
 

に

し

た

説

教

が

み

ら

れ

る

，
に

す

ぎ

な

い

。
' し
い
て
あ
げ
れ
ば
、
愛

？

4
の
問 

題
と
婦
人
べ
カ
訴
え
士
が
め
べ
ら
れ
て
い
石
こ
と
で
あ
る
。

前
者
-
^
-愛
.の

問

題

，
は

、
-'
こ
こ
.で
彼
.の
立
場
、
神
と
人
間
と
の
：統

-
と
ト
う 

観
点
か
ら
普
遍
的
愛
8
1
1̂

|
1

1^

6)

'
が
問
題
と
.さ
れ
て
，い

る

.0

. 

「

私
た
ち
の
周
囲
の
世
界
は
私
た
ち
に
礼
拝
す
べ
き
な
に
も
の
も
あ
た
え
な
い 

力
？ 

L
か
り
、
生
涯
を
つ
う
じ
て
ず

っ
と
あ
た
え
る
。
な
.ぜ
な
ら
ば
、
礼
^

V

 
“

神

と

人

間

と

の

統

ご
.

の
精
神
は
^
の
精
神
で
あ
る
力
.ち
.で
あ
る
。

.

.
礼
拝
.す
る
と
..と
は
^
の
必
然

.;
性
で
あ
り
、
愛
の
最
高
の
表
現
形
式
で
あ
る
.。…

…

新
し

い

摂
理
は
、
.
よ

り

よ
 

.

.

い
.制
度
と
環
境
と
を
確
立
す
る
-.
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
憎
悪
の
原
因
の
一
'
 

.. 

'
掃
に
よ
る
普
遍
的
.愛
'に
..た

0
す
る
，で
あ
ろ
う
。
—

.

.

.

.
私

た

ち

は

普

遍

的

愛

を

も
 

っ
'て
よ

，
り

，
一
，
層

簾

：
一

^
1な
る

で

：
*^
ろ

う

。
.
あ

ら

ゆ

る

個

人

の

上

に

注

が

れ

る

神
 

の
^
限

の

愛

は.あ
ら

ゆ

る

と..こ
ろ

、
で

.
.-
*
.
者

か

ら

他

者

へ

と

も

た

ら

さ

れ

る

で
 

あ
ろ
う
。…

…

ず
べ
て
の
物
め
根
底
に
愛
の
普
遍
的
法
則
が
^
す
^」

.

ノ

後
者

I

婦
人
の
問
題
は
彼
の
考
え
か
ら
い
え
ば
、
当
然
神
と
人
間
と
の
、、
 

人

間

と

：
人
.間

と

の

統

一

の

原

理

に

よ
'
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
男
女
の
同 

.等
な
権
利
は
当
然
で
^

K

:■

:

-

『

神
と
人
間
之
の
：統

1
>

』

か
ら
.の
'引
用
を
つ
ぎ
の
新
し
い
摂
理
の
描
写
に
よ
0 

て
.お
ぇ
る
と
し
よ
う
。(

こ
•れ
も
ま
た
す
で
に
の
ベ
.た
と
こ
ろ
の
く
り
か
え
し
で
あ 

.

.る
が
.
。

)

：

:

:

:

'

.

.

■■
,
:
:
.
:
>
':
•

「

し
か
％

新
し
い
摂
埋
は
自
己
雇
傭
と
あ
な
た
が
た
：の
労
働
に
た
い
す
る
充
分 

な
報
酬
と
を
と
も
な
う
産
業
上
の
自
由
を
あ
な
^
が
た
に
あ
た
え
る 
>
' 

ま
た
現 

在
富
者
に
よ

.：

っ
て
の
み

享
有
さ
れ
て
い
る
住
ま
う
べ
き
立
派
な
建
物
や
一
切
の 

,洗
練
す
る
カ
を
有
す
る
も
の
を
あ
；な
.た
が
た
に
あ
た
え
る
。
あ
.な
た
が
た
の
労 

働
時
間
や
.あ
.な
.た
.，が
た
.の
賃
金
.を
.決
定
す
_る
.の
は
あ
な
た
が
.た
の
た
'め
に
.で
あ 

ろ
う
。V

あ

な

た

が

た

，は

も

は

や

貧

困

、
；
放

縦

お

よ

び

堕

落

に

つ

い

て

し
ら
な
い 

で

あ
;^
う

？

あ

な

た

が

た

.：
の

労

働

の

全
成
果
.
は

あ

な

た

：が
：た

が

最

良

と

考

え

る
 

仕

方

で
享
ー受
す

る
ベv

あ

な

た

が

た̂
、も
の
と
な
る
で
あ
J
^

5 t
o
«-

'(
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傍
点
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用
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33)

サ
ン
丨
シ
モ
ン
の

■=
?
新
キ
リ
ス
ト
教』

に
お
け
る
提
案
^

多

分

に

.労

資

協

同 

的
で
あ
る
。

■「
私
た
ち
は
私
た
ち
が
ィ
エ
ス
の
社
会
と
い
う
名
称
を
そi

に
-あ
た
え
る
で
あ
ろ 

■

う
と
\」
ろ
6

あ
た
ら
1

い
宗
教
的
秩
序
わ
設
立
す
る
で
あ
か
う
。
こ
の
社
会
は
キ 

ぃ)

リ
，ス
^;
教
0

教
韻
に
2:
反
対
.の
：
識

齋

を

、
立

.て
-:
2
>
で

ぁ
;*
/

^
、
そ

汝

ル

补

の

；見

地

か

： 

,.
.:
ち

富

者

や

：強

者

の

：利

益

金

貧

薄

の

：利

益

.4

ガ
;^
優

勢

：忙
さ
せ
：
る
ふ

'と

を

引

受

：け

る
一
 

-で
あ
ろ
う
。」

'〈

3
&彦
-
3ぎ
9
好
；，
''
&
|
,
.
«
.
4
1
.
:
.

本
文
ィ
タ
リ
.ッ
ク
^

:

へ‘

「

&

は
ま
ず
第
一
に
バ
富
者
や
強
者
^

し
て
あ
^
ら
ん
い
学
説
が
げ
っ
七
ヤ
彼
等 

の
別
益
に
反
し
か
い
、
:な
ぜ
な
ら
ば
富
者
階
敗
の
享
楽
の
增
如
に
向
う
方
法
以
外
ー 

の
も
の
に
よ
っ
て
は
贫
者
階
級
の
精
祌
的
肉
体
的
存
在
を
改
善
す
る
こ
と
が
あ
き 

ら
か
に
不
可
能
で
'あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
さ
と
ら
せ
る
こ
'と
.に
よ
つ 

.
て
新
し
い
学
説
■に
対
し
て
富
渚
や
強
渚
に
こ
こ
ろ
よ
く
心
が
ま
え
を
さ
せ
る
た
め 

に
彼
等
に
は
な
し
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

私
は
袁
術
家
，.：
学
者
、：1
M.
;

業
的
労
働
の
指
導
#
.
の
利
益
が
本
質
的
に
人
民
大
衆 

の
利
益
と
同
一
で
あ
る
と
い
ゲ
こ
と
.、
..
;
,彼
等
が
勞
働
者
階
敗
に
.属
ず
る
と
.い
う
こ
、
 

と
、
同
晛
に
紙
等
が
本
来
的
指
導
者
で
^ :
2>
'
と

い

う

こ

と

、

彼
^.
が

人

民

大

衆

に 

は
た
す
奉
仕
に
た
い
す
る
人
民
大
衆
の
称
讚
は
紙
等
の
か
が
や
が
：し
い
仕
事
の
唯 

.一
 

の

当

然

の

報

酬

で

あ

る

と

い

う

-:
と
を
敗

等

に

さ

と.：ら
せ.ね
ぬ
.'な

ら

：
な

い

。

」
：

.
• (pp. 

9
0

19
1
.
)
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：

■
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引

用

者
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p
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7.傍
点

引

川

者

。

36) 

ibid. 
p 

s
o
.

傍

点

引

用

者

。

■
.
 

’

37)

.
ま
た
第
四
部
に
お
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
*「

労

働

：と
.
の 

公

正

な

傲

同

ぉ
.よ
び

ネ4
1
か
蘇
#
か

於

务

に

ぉ

け

.
る

以

外

ど

こ

で

救

済

策

が

見 

出
さ
れ
る
べ
き
か
？」

(ibidL 

p. 

94.
.

傍
点
引
诏
者
。)

(

38) 

ibid.. P
，
68. 

:

39
.

) 

- 

i
b

i
d

.

.

.

40)

フ
ォ
ィH

ル
バ
ハ
は
の
べ
て
.ぃ
各
。「

汎
神
論
は
：

i
t

デ6
、

祌
务
か
か
！̂
に 

お
け
る
否
定
で
.あ
る
。」

(L. .Feuerbach” 

vorl

t»:ufige. Thesen .zur 

M
 Reform 

d
e
r philosophie. 

1843. s

p>:mmtliche werke. 

B
d
.
:
p
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ヘ
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避

記

〕

.
-本
研

究

は

昭

和

一11

十

七

年

度

文

部

省

科

学

研

究

費

交

付

金

：(

各

個

研

究)

に

よ

み

研

究

成

果

の

一

部

で

：ぢ

る

。

■:
.

書

評

天

野

元

之

助

著
，

.

.
:

:

.『

中

国

農

業

史

研

究

』

'.

::
.

:

■

平
野
絢
子

.
農
業
間
題
は
現
在
国
際
的
.に:

一
つ
の
大
き
.な
課
題
と

.

しy

現
わ
れ
づ
マ
ぁ 

る
。
。爽
、
独
、
，
.
仏
、
塊
其
他
の
農
業
基
本
法
の
成
立
、
'
E 

•
E

,

c

の
農
業
問 

題
、
又
今
#
の
'モ
ス
ク
ヮ
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
に
ょ
る
ソ
ビ
エ
ト
農
業
の 

行
づ
ま
り
、"
中
国
に
：お
け
る
農
業
坐
産
倥
滞
に
ょ
る
公
社
箍
済
の
是
非
を
か
け
：
 

た
発
展
の
足
ぶ
み
"
我
が
国
：で
も
農
業
甚
本
法
め
成
立
を
契
機
亡
日
本
経
済
の
. 

高
度
成
長
に
ま
き
t
ま
れ
て
'"
激
変
し
で
^:
く
"
'農
村
の
再
編
成
.
.
' 一：
一
.
重

構

造
 

打
開
論
等
。>
こ
：の
期
に
当
0
て
神
谷
慶
浒
氏
に
ょ
れ
ば「

中
国
農
業
史
：と
い
ぅ
. 

上
り
.は」

『

世
界
史
に
於
け
る
農
業
の
地
.位』

と
で
も
い
が
べ
き
1-
:(

本
書
序
文) 

九
.〇
0
貝

に

及

ぶ

大

著

「

中

国

農

業

史

研

究

」

が

.上

梓

さ

れ

た

こ

と

は

ま

こ

と 

に
大
き
：な
意
義
を
も
つ
，と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
';
,0
“

姊
人
間
の
生
活
に
欠
<
こ
と
の
出
来
な
ぃ
食
辑
フ
衣
服
の
原
料
&
產
ヒ
ぃ
ぅ
、：
 

財
の
生
靡
の
根
源
的
位
置
を
占
め
て
は
ぃ
.る
-%
の
0
、
：
：，
資

本

主

義

経

済

の

高

度

： 

办
.発
展
の
中
で
は
そ
の
生
導
的
役
割
.を
に
.な
っ
だ
±
_
の
絢
爛
だ
凑
資
本
^:

補

V
技
術
舉
新
の
：上
げ
潮
を
孤
島
の
ょ
ぅ
に
見
守
る
他
は
な
く
、
.そ
の
ま
ま
そ 

れ
ぞ
れ
各
国
の
現
在
直
面
す
る
.
"農
業
問
題
"
を
は
ら
ん
で
今
日
に
至
っ
た
の 

で
あ
る
。
そ

^

"員
罾
問
®
〃 

の
本
質
は
資
本
主
義
国
、
社
会
主
義
国
を
問
わ 

へ
ず
い
ず
れ
に
し
て
も
消
費
財
生
產
め
一
方
.の
猶
と
し
.て
の
農
業
生
產
が
、
工
業 

に
：お
け
る
.労
働
生
.産
性
'办
テ
A
ポ
ょ
り
は
る
か
に
お
く
れ
る
構
造
的
特
質
に
基 

く
こ
ど
が
.ら
生
ず
る
諸
問
題(

農
産
物
価
格
其
他)

を
め
ぐ
る
：も
o

で
あ
る
こ 

と
は
明
ら
が
_で
あ
り
、1
そ
：の
歲
に
こ
：そ
農
林
省
農
業
綜
合
研
究
所
で
各
国
農
業 

発
展
の
再
検
討
；
分
析
を
通
じ
.て

:»
将
来
の
日
本
.の
農
業
の
-4
後

.
の

発

展

に

対 
.

す

る

生

き

：た
：
教

訓

"
"と
0 :
て
各
国
農
業
史
研
究
計
画
が
た
て
ら
れ
た
所
以
が
あ 

る
。'
本
書
ば
天
野
博
±;
独

自

：の

御

研

究

で

あ

る

'
.が
、
こ
の
点
か
ら
そ
の
一
環
と 

し
.て
農
綜
研
の
委
託
研
^ .
上
し
て
.懇
請
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

匕
こ
ろ
で
本
書
ば
，
さ
き
に
：

「

支
那
農
業
経
済
論」

：上
> 
中
巻
、：

そ
の
下
巻 

に
相
当
す
る「

中

国

，^
業

：の

諸

問

逋

」

上

：
•
.
下

巻

を

刊

行

さ

れ

た

天

野

元

之

助
 

.

博

士

が
.

「

後

半

生

を

か

け

た

」

：
と
1:
>
わ

れ

る.'
経

済

学

的

方

法

論

に

支

ぇ

ら

れ
 

■た
中
国
農
業
生
産
.の
最
も
具
体
的
，
体
系
的
検
証
で
あ
る
。
第

一.

編
作
物
編
め 

第

--
.章
黍

，
稗
、•
粟

，
；
梁

考

、
：

;.
;
.
:
第
亡
章
麦
考
、''
'
.第
三
章
稲
考
、
第
‘四
章
中
11
の 

養
蚕
考
'
第

'-
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